
R612B001

ナン バリ ン グ

基礎解析学１ ( Basi c Cal cul us 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  福田　 亮治， 渡邉　 紘， 沖田　 匡聡( 非) ， 馬場　 清( 非) ， 吉田　 祐治( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れま で学校で習ってき た数学の知識（ 計算の技術や， 論理的な思考方法など ） を系統的に整理し ， 具体的な問題の解決に応用する 力を養いま す。 計算結果に一喜一憂する

のではなく ， なぜそう なる のか， なぜそう なる べき なのかを論理的に考える 習慣を身につけま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理現象と 具体的

な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

初等関数の完成と その微積分1

初等関数の完成と その微積分2

初等関数の完成と その微積分3

初等関数の完成と その微積分4

初等関数の完成と その微積分5

初等関数の完成と その微積分6

初等関数の完成と その微積分7

初等関数の完成と その微積分8

初等関数の完成と その微積分9

微積分の利用10

微積分の利用11

微積分の利用12

微積分の利用13

微積分の利用14

微積分の利用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。 　

Moodl e等の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 計算の反復練習を嫌がら ないこ と と ， すぐ には模範解答に頼ら ないこ と

が， 学力の定着と 能力の向上につながり ま す。

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分[ 改訂版] ， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験や小テス ト など

学期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B002

ナン バリ ン グ

基礎代数学１ ( Basi c Al gebr a 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1
理工学部理工

学科
前期

氏名  大隈　 ひと み・ 田中　 康彦・ 武口　 博文（ 非） ・ 新庄　 慶基（ 非）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

連立一次方程式を解く 過程を見直すこ と によ り ， 自然に行列の概念に到達し ま す。 行列の演算のも つ性質を深く 調べる と ， 無味乾燥に思われる 計算が実は幾何学的な意味を

持つこ と に気づき ま す。 単に結果がどう なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理

現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 行列の基本変形を用いて連立方程式を解く こ と ができ る 。

目標4 論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る 。

線形変換を表す行列を求める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則1

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則2

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則3

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則4

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列5

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列6

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列7

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換8

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換9

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換10

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換11

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法12

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法13

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法14

線形代数の応用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ま たは中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。 　

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B003

ナン バリ ン グ

基礎解析学２ ( Basi c Cal cul us 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  渡邉　 紘・ 原　 恭彦・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て， 微分

積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的

な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

初等関数の微分積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式1

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式2

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式3

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式4

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式5

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分6

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分7

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分8

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分9

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分10

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値11

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値12

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値13

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値14

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解 微分積分 改訂版， 培風館， 2019年,  I SBN9784563012298

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B004

ナン バリ ン グ

基礎代数学２ ( Basi c Al gebr a 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  寺井　 伸浩・ 大隈　 ひと み・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

方程式が定める 図形と いう 考え方をおし 進めて， 図形のも つ幾何学的性質を代数的な計算によ って調べる 方法を身につけま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ベク ト ルや行列の線型演算と ， それに付随する さ ま ざま な概念を説明でき る 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列1

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列2

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列3

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列4

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列5

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化6

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化7

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化8

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化9

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化10

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号11

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号12

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号13

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号14

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 教科書をあら かじ め読んでおき ， 疑問点を整理し ておく と 良いでし ょ う

。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 教科書やノ ート を参考に自分で練習問題を解く こ と が， 学力の定着につ

ながり ま す。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数,  サイ エンス 社,  2000年,  978-4-7819-0968-4

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房,  1999年,  978-4-7853-1517-7

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会,  2007年,  978-4486017479

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B005

ナン バリ ン グ

基礎解析学３ ( Basi c Cal cul us 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て多変数

関数の微分積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つ

ねに抽象的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し

ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

基本的な関数の偏微分や重積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数1

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数2

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数3

微分法の基礎理論 ：  偏微分， 微分の連鎖， 陰関数4

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数5

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換6

積分法の基礎理論：  重積分， 逐次積分， 変数変換7

中間テス ト8

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換9

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換10

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積11

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積12

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積13

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積14

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

演習問題を豊富に準備し ている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

長崎　 憲一， 橋口 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト や小テス ト ・ 演習など

期末テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B006

ナン バリ ン グ

基礎代数学３ ( Basi c Al gebr a 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小畑　 経史( 非) ・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

行列の図形を移動さ せる 働き に着目し て， ど のよ う な行列によ って， どのよ う な図形が， ど のよ う な図形に移る かを考えま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

連立一次方程式の解法を理解し ， 固有値や固有ベク ト ルの計算に活用でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式1

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式2

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式3

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式4

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式5

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル6

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル7

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル8

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル9

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル10

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化11

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化12

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化13

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化14

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め教科書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いて

おく こ と はよ い予習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計

算問題、 証明問題） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

全ク ラ ス で学期末統一試験を実施し ま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う 十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R612B007

ナン バリ ン グ

力学( Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之， 末谷　 大道， 岩下　 拓哉， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  suet ani @oi t a-u. ac. j p, t i washi t a@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi .

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

力学は物理学の分野の中で最も 基礎的なも のである 。 物理法則の基本理論を簡潔に記述し ており ， 他の分野の体系化を行う 際のモデルと なる 。 こ こ では， 質点に作用する 力

と 運動の関係について， 微積分を基礎にし たニュ ート ン力学を学び， こ れをも と に物理学の基本的考え方を理解する 。

目標1

目標2

目標3 仕事と エネルギーについて把握し ， 保存力について力学的エネルギー保存則を理解でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

座標， 速度， 加速度の関係を微分・ 積分を用いて記述する 運動学を理解でき る 。

ニュ ート ンの運動方程式を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動の表し 方（ １ ） 　 位置と 座標系， 極座標， 次元1

運動の表し 方（ １ ） 　 ベク ト ルの基本， 問題演習2

運動の表し 方（ ２ ） 　 速さ ， 速度， 加速度， 等加速度運動3

運動の表し 方（ ２ ） 　 円運動， ホド グラ ム4

運動の表し 方（ ２ ） 　 問題演習5

力と 運動　 ニュ ート ンの運動法則， 色々な力6

力と 運動　 問題演習7

中間試験8

色々な運動　 放物運動， 空気抵抗9

色々な運動　 微分方程式の変数分離法によ る 解法10

色々な運動　 束縛運動， 単振動11

色々な運動　 演習12

エネルギーと その保存則　 仕事， 保存力13

エネルギーと その保存則　 位置エネルギー， エネルギー積分14

エネルギーと その保存則　 問題演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

内容の理解には数式の導出が必要になる ため， 講義の途中で隣の学生と

の教え合いの時間を設ける 。 演習問題は宿題と し ， 受講生が板書し て解

答する 。

LMS( Moodl e) を利用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

演習課題に取り 組む( 45h) 。

教科書

永田一清著　 「 新・ 基礎力学」 サイ エンス 社， ２ ０ ０ ５ 年

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
高校ま での力学と 違って， 微積分をベース にし て運動の法則を考察する 。 高校ま での数学的知識が不足し ている と ， 講義内容が分から なく なる ので， 高校数学の復

習を行う こ と 。 教員が指示する 宿題を行う こ と 。

備考
再履修は， 元々受講し ていた教員のク ラ ス を受講する 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:suetani@oita-u.ac.jp
mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R612B008

ナン バリ ン グ

データ サイ エン ス( Dat a Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 物理学

連携， 電気電

子， 機械工学

， 知能機

2 1年

理工学部理工

学科　 物理学

連携プロ グラ

ム， 電気エネ

後期

氏名  貞弘晃宜（ 取り 纏め） ， 近藤隆司， 工藤孝人， 池内秀隆， 平田　 誠， 西垣　 肇， 富来礼次

E-mai l    sadahi r o@oi t a-u. ac. j p（ 貞弘）    内線   7802（ 貞弘）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

デジタ ル化と グロ ーバル化の急速な普及によ り 社会・ 産業の転換が大き く 進んでいる 。 データ と それを扱う 数理およ びそれら を活用し た AI  は、 今後のデータ 駆動型社会に

おいて、 全ての学生が学び身につける べき リ ベラ ルアーツ である と いえる 。 本講義では「 数理・ データ サイ エンス ・ AI （ リ テラ シーレ ベル） モデルカリ キュ ラ ム」 の導入・

基礎・ 心得にあたる 部分を講義・ グループワ ーク ・ 実データ を用いた演習によ り 修養する 。

目標1

目標2

目標3 データ の特徴を読み解き 、 起き ている 事象の背景や意味合いを理解でき る

目標4 データ の比較対象を正し く 設定し 、 数字を比べる こ と ができ る

目標5 適切な可視化手法を選択し 、 他者にデータ を説明でき る

目標6 データ ・ AI を利活用する 際に求めら れる モラ ルや倫理について理解する

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

データ ・ AI  によ って、 社会及び日常生活が大き く 変化し ている こ と を理解する

帰納的推論と 演繹的推論の違いと それら の利点・ 欠点を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業の進め方・ データ サイ エンス 入門と の関係1

社会における データ ・ AI 利活用 #1（ グループワ ーク ）2

社会における データ ・ AI 利活用 #2（ 成果発表）3

データ リ テラ シー： 準備、 データ を扱う （ データ の並び替え、 csv）4

データ リ テラ シー： データ を読む１ （ データ の種類と データ の分布）5

データ リ テラ シー： データ を読む２ （ 相関と 因果、 母集団と 標本抽出）6

データ リ テラ シー： データ を読む３ （ ク ロ ス 集計、 分割表、 相関係数行列、 散布図行列）7

データ リ テラ シー： データ を説明する １ （ データ 表現・ チャ ート 化）8

データ リ テラ シー： データ を説明する ２ （ データ の比較・ 不適切なグラ フ 表現）9

機械学習： 教師あり 学習１ （ 線形回帰分析、 SVM）10

機械学習： 教師あり 学習２ （ 決定木分析、 NN）11

機械学習： 教師あり 学習３ （ ナイ ーブベイ ズ法,  K-NN）12

機械学習： 教師なし 学習１ （ ク ラ ス タ ー分析、 主成分分析、 因子分析）13

機械学習： 教師なし 学習２ （ アソ シエーショ ン分析）14

データ ・ AI 利活用における 留意事項（ グループワ ーク ）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習を行う こ と によ り 理解度の確認を行う 。 なし
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

データ サイ エンス 入門の知識の確認を授業前に行う こ と （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

学習内容の復習を行う こ と （ ６ ０ 分）

教科書

教養と し てのデータ サイ エンス （ データ サイ エンス 入門シリ ーズ） , 北川 源四郎, 講談社， 1, 980円（ 税込） ， 2021年

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ・ 演習 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
授業で演習を行う ので， ノ ート パソ コ ン持参のこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:sadahiro@oita-u.ac.jp


R642B009

ナン バリ ン グ

言語思想論( Lect ur e on Language and Thought )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  園井　 千音・ 佐々木　 朱美・ 大谷　 英理果

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義においては社会の近代化と 人類の知性（ 文化形成や科学技術発展など ） と の関連を深く 理解する 力を促進する ため、 人文科学と 社会の構築関係に注目し 、 その中心に

ある 言語思想の特徴と その形成過程について分析し 、 その本質について考察する 。 本講義では特にイ ギリ ス 文化圏（ 言語、 文学、 歴史、 思想、 科学など ） について検証し 、

イ ギリ ス における 言語（ 英語） と 思想を中心と する 人文科学が社会発展においてその文化形成に及ぼし た影響について検証する 。 最終的には、 現代社会を構成する 多様な要

素についての総合的な理解力を強化し 、 国際的に活躍する 人材にふさ わし い柔軟な思考力養成と 促進を目指す。

目標1

目標2

目標3 英語も し く は英語圏文化について論理的に説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

社会や文化に関し 複合的視野において問題点を指摘する こ と ができ る 。

多様な問題に関する 柔軟な思考によ り 自分の考えを表現する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

イ ギリ ス の成り 立ち： イ ギリ ス の成り 立ちと 言語（ １ ）2

イ ギリ ス の成り 立ち： イ ギリ ス の成り 立ちと 言語（ ２ ）3

イ ギリ ス 文化と 思想： 　 イ ギリ ス の言語文化の発展（ １ ）4

イ ギリ ス 文化と 思想： イ ギリ ス の言語文化の発展（ 2）5

イ ギリ ス 文化と 思想： イ ギリ ス の言語文化の発展（ ３ ） 講義内容について意見発表も し く はグループディ ス カッ ショ ン6

イ ギリ ス 文化と 社会： イ ギリ ス の言語文化と 社会の関連について（ １ ）7

イ ギリ ス 文化と 社会： イ ギリ ス の言語文化と 社会の関連について（ ２ ）8

イ ギリ ス 文化と 社会： イ ギリ ス の言語文化と 社会の近代化について（ ３ ） グループディ ス カッ ショ ン9

イ ギリ ス 文化と ヨ ーロ ッ パ: イ ギリ ス の言語文化の多様性について（ １ ）10

イ ギリ ス 文化と ヨ ーロ ッ パ: イ ギリ ス の言語文化の多様性について（ ２ ）11

イ ギリ ス 文化の特徴: イ ギリ ス ら し さ と は（ １ ）12

イ ギリ ス 文化の特徴: イ ギリ ス ら し さ と は（ ２ ）13

復習と ま と め（ １ ） 講義内容についての要点復習14

復習と ま と め（ ２ ） 講義内容についての意見発表も し く はグループディ ス カッ ショ ン15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各講義における 高度な英語語彙、 文法を使用し た文献の読解に慣れる こ

と 。 英語の成立やイ ギリ ス の文化について知識を増やすこ と 。 講義につ

いてのレ ポート やディ ス カッ ショ ンにおいて外国の歴史や文化、 思想に

ついての自分の考えを表現する こ と 。

図書館における 講義内容の補足的資料検索など の実施。 講義内

容における レ ポート 課題を自分で考え決定する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各講義のテキス ト や参考資料について必要に応じ て予習。 （ 20h) 各講義内容についてよ り 詳し い情報を必要に応じ て収集する 。 （ 10h)準備

学修

事後

学修

各講義のテキス ト や参考資料について復習（ 20h) 。 講義の内容についての最終課題（ レ ポート ） を完成さ せる （ 20h) 。

教科書

講義で指示する 。

参考書

講義で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義内容に関する 資料検索収集など の課題

講義内容に関する 意見発表

復習レ ポート

20% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL



R642B010

ナン バリ ン グ

微分方程式( Di f f er ent i al  Equat i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二／内田　 俊／豊坂　 祐樹( 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な分野で使用さ れる 常微分方程式について， 基本的な概念や考え方を身につけた上で， 微分方程式が必要と なる 状況や解が持つ意味など の理解を目指し ま す。 特に， ２

階ま での線形微分方程式にたいし ては， 基本的な計算が出来る よ う になり ， それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせる よ う になる こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 定係数の連立微分方程式に対し て， 一般解を求める 汎用的な考え方を理解する 。

目標4 連立微分方程式と 高階の線形微分方程式の関係を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

常微分方程式の一般解， 特殊解， 解の一意性と いった基本的な概念を身につける 。

1階およ び2階の常微分方程式に対し て， 斉次， 非斉次の場合に一般解や初期条件を満たす解を求めら れる よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分の復習その１ ( 初等関数と 微分)1

微積分の復習その２ ( 積分)2

微分方程式入門 ( 方程式の種類， 解について)3

定係数1階常微分方程式( 斉次)4

定係数1階常微分方程式( 非斉次)5

1階常微分方程式( 非定係数)6

1階常微分方程式( ま と め， 発展)7

定係数斉次２ 階微分方程式8

定係数非斉次２ 階微分方程式9

初期値問題10

非定係数２ 階微分方程式11

2階常微分方程式( ま と め， 発展)12

連立微分方程式と 高階の微分方程式13

連立微分方程式の解法14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業の方針や関連事項， 演習の解答例およ び， 補足説明をWebページで

公開し ， こ れら を用いた時間外の学習を前提と し て授業を行う 。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ ）

教科書

微分方程式概説（ サイ エンス 社）

参考書

参考書は指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のです．

担当の教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R642B011

ナン バリ ン グ

複素関数( Compl ex Funct i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

所属するプロ

グラ ムによ っ

て選択， 必修

が異なり ま

2

所属する プロ

グラ ムによ っ

て学年（ 2年

， 3年） が

理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川周二／豊坂祐樹（ 非） ／坊向伸隆

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線   7860

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

フ ーリ エ解析など の様々な場面で複素数を用いた解析が用いら れていま す。 こ れら を正し く 理解し て使いこ なすためには， 複素関数に対する 微分， 積分の考え方や性質を正

し く 理解する 必要があり ま す。 こ の授業では， 複素数， 複素関数に関し て， 四則演算や極座標など の基本的概念， コ ーシーの積分定理や留数の定理など の基本的性質を理解

する こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 複素線積分の定義を理解し ， 計算が出来る よ う になる 。

目標4 コ ーシーの積分定理， コ ーシーの積分公式， 留数の定理など 複素線積分に関わる 性質を理解する 。

目標5 留数の定理を実積分に応用でき る よ う になる 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

複素数の四則演算， 極座標表示など ， 基本的性質を理解する 。

コ ーシー・ リ ーマンの方程式など複素微分に関わる 性質を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入： 複素数と 複素関数1

複素数の四則演算， 大き さ ， 極座標表示2

n乗根の計算3

初等関数の複素化4

複素微分と コ ーシー・ リ ーマンの方程式5

複素線積分6

コ ーシーの積分定理7

コ ーシーの積分公式8

特異点， 留数9

留数の定理10

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極の場合）11

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極でない場合）12

実積分への応用（ 三角関数の周回積分）13

実積分への応用（ フ ーリ エ積分）14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく （ 20ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む（ 5ｈ ） 。

教科書

担当教員ごと に授業のはじ めに配付も し く は指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す。

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R642B012

ナン バリ ン グ

ベク ト ル解析( Vect or  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  福田　 亮治・ 豊坂　 祐樹( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

３ 次元空間の中の物体など、 ベク ト ルで表さ れた解析対象を， 微分や積分を用いて解析する 上で必要と なる 概念や性質についてその基本的な部分を解説する 。 形式的な計算

だけではなく 、 理論的な背景を正し く 理解し て３ 次元空間のイ メ ージをベク ト ル解析の立場から と ら え、 実際の現象を数式に結びつける こ と のでき る 感覚を身に付ける こ と

を目的と する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○曲線の長さ 、 曲率、 曲面の面積、 ス カラ ー場やベク ト ル場の勾配、 ラ プラ ス 演算子、 線積分、 面積分、 体積分など について正し

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形代数と 微分積分の総論1

線形代数の復習2

微分積分の復習3

空間曲線4

接線ベク ト ル， 主法線ベク ト ル， 従法線ベク ト ル5

曲率， ねじ れ率6

曲面( 面積， 接平面)7

ス カラ ー場の微分8

ベク ト ル場の微分( 微分演算子)9

ス カラ ー場, ベク ト ル場の微分の公式10

線積分11

面積分12

ガウ ス の発散定理13

グリ ーンの公式と ス ト ーク ス の定理，14

ベク ト ル解析の展望15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ )

教科書

基礎と 応用ベク ト ル解析,  サイ エンス 社

参考書

指定なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○

70% ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R642B013

ナン バリ ン グ

フ ーリ エ解析( Four i er  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  内田　 俊・ 豊坂　 祐樹( 非） ・ 馬場　 清（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学分野の諸現象を解析する 場合， そのモデルと し て現象を微分方程式で記述する こ と が多く あり ま す。 こ の授業では， 初等微積分学の基礎知識を積分変換と し てのラ プ

ラ ス 変換， フ ーリ エ変換について解説し ， 応用数学の視点から こ こ で得た知識を基本的な諸現象に関る 常微分方程式・ 偏微分方程式に適用し ， こ れら を解く こ と で微分方程

式の物理的な概念を把握でき る よ う に導き ま す。 ま た， 積分変換に関連し て直交関数， デルタ 関数についても 解説し ， 数式と 現象の相互関係をよ り 深く 理解でき る こ と を目

的と し ま す。

目標1

目標2

目標3 ラ プラ ス 変換， フ ーリ エ級数， フーリ エ変換についてその数学的解析手法を修得する 。

目標4 上記手法の物理学的意味を把握し ， 工学専門領域で応用でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

フ ーリ エ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する 。

積分変換において必須と 考えら れる 直交関数， デルタ 関数について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分学の総論1

微分積分の復習2

基本的な常微分方程式の解法( 1階)3

基本的な常微分方程式の解法( 2階， それ以上)4

特殊な関数( デルタ 関数)5

積分変換6

ラ プラ ス 変換の定義7

ラ プラ ス 変換の性質8

ラ プラ ス 変換の応用9

ラ プラ ス 変換に関する 演習問題10

直交関数系と フーリ エ級数11

フ ーリ エ変換と 偏微分方程式12

フ ーリ エ級数， フ ーリ エ変換に関する 演習問題13

デルタ 関数に関する 演習問題14

全体のま と め( 展望)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく ( 20h) 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む( 5h) 。

教科書

教員ごと に授業のはじ めに配布も し く は事前に指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
わから ないと こ ろは， 自分で調べたり 質問し たり し て積極的に解決し てく ださ い。

備考
連絡先は全体を統括し ている 福田のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

なし 。

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R642B014

ナン バリ ン グ

確率・ 統計解析( Pr obabi l i t y and St at i st i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  未定・  吉田　 祐治 （ 非） ・ 武口　 博文（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学における 様々な数値を解析する 上で， 確率的なモデル化をし ， それを統計的に処理する こ と が有効である こ と が多々あり ま す。

こ の授業では， 代表値や散布度， 共分散， 相関係数と いった数値データ を処理する ための概念を解説し ， それら を確率の「 分布」 の概念に基づいて統計的な解析をする 基礎

を学びま す。 具体的には， 数値データ を解析する ための数値化， 独立性に基づく 種々の性質を解説し ， 正規母集団から の無作為抽出を用いた各種パラ メ ータ の推定に対し て

， χ2乗分布， t-分布,  F-分布を用いた区間推定や統計的仮説検定について， 理論的に理解し た上で正し く 使いこ なす技術を身につけま す。

目標1

目標2

目標3 確率変数の分布の定義を， 離散的な分布や密度関数を持つ分布の場合に理解し ， それを通し て平均や分散の概念を把握する 。

目標4 χ２ 乗分布， t-分布,   F-分布を用いた正規母集団に関する 推定検定の手法と 理論背景を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

与えら れた数値データ の特徴を表す数値化( 代表値, 散布度， 共分散， 相関係数) を理解する 。

確率の基本的性質(  ベイ ズの定理， 条件付確率なぢ) を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

概要 ( オリ エンテーショ ン)1

数値データ の把握1 ( 度数分布表， ヒ ス ト グラ ム， 代表値)2

数値データ の把握2 ( 散布度， 相関係数)3

事象と 確率， 条件付き 確率， ベイ ズの定理4

確率変数， 分布， 離散的な分布5

連続的な分布， 密度関数6

多変数の分布と 独立性7

大数の法則， 中心極限定理8

データ と 確率に関する ま と め9

区間推定， 統計的仮説検定( 正規分布の場合)10

χ2乗分布を用いた推定, 検定と その理論11

t  分布を用いた推定, 検定と その理論12

F 分布を用いた推定, 検定と その理論13

片側検定14

全体のま と め( 応用や発展的内容など )15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め参考書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いておく こ と はよ い予

習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計算問題、 証明問題

） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

パワ ーアッ プ 確率統計( 辻谷将明、 和田 武夫著)  共立出版

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ， 演習

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のになっていま す。

担当する 教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R612C015

ナン バリ ン グ

線形システム論( Li near  Syst em Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  加藤　 秀行

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

自然シス テムや工学シス テムは厳密に言えば非線形シス テムである が、 その多く は線形シス テムと みなせる 。 その挙動は微分方程式によ り 記述さ れる 。 本講義では、 微分方

程式によ る 線形シス テムの挙動の表現法を説明し 、 微分方程式の基本的解法やラ プラ ス 変換を用いた解法を学ぶ。 ま た、 線形シス テムの入出力関係を簡単に表現し たり 、 挙

動の特性を把握する のに便利なフ ーリ エ級数展開やフ ーリ エ変換など のフ ーリ エ解析についても 触れる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

各種線形微分方程式が解ける 。

線形シス テムの過渡現象を初等的解法によ り 解析でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形シス テムと 非線形シス テム1

微分方程式の例と 諸概念， 変数分離形2

1階常微分方程式3

完全微分方程式4

同次線形微分方程式5

非同次線形微分方程式6

初等的解法（ 過渡現象の解析）7

ラ プラ ス 変換法（ ラ プラ ス 変換の定義、 部分分数展開）8

ラ プラ ス 変換法（ ラ プラ ス 変換の基本則、 初期値の定理、 最終値の定理）9

ラ プラ ス 変換法（ 単位ス テッ プ関数、 デルタ 関数， 推移定理）10

ラ プラ ス 変換法（ 過渡現象の解析）11

ラ プラ ス 変換法（ イ ンデシアル応答と ス テッ プ応答）12

フ ーリ エ解析 ( 1)  フ ーリ エ級数13

フ ーリ エ解析 ( 2)  フ ーリ エ変換14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト は採点後解答と と も に返却する ので、 必ず理解し ておく こ と 。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学1年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 8h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容（ 板書） を復習（ 15h） 。 小テス ト の復習（ 14h） 。

教科書

なっと く する 微分方程式（ 小寺平治著、 講談社）

参考書

線形シス テム論（ 山下幸彦著、 朝倉書店）

講義中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

期末試験

20% ○ ○

80% ○ ○

小テス ト （ 20%） 、 期末試験（ 80%） で評価する 。

注意事項
授業を欠席し た場合には必ずノ ート をみせても ら い、 演習問題を解いておく こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R613C016

ナン バリ ン グ

基礎理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Fundament al  Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） , 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 槌田雄二（ 電気電子） ， 本田拓朗（ 機械工学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） , 北西滋（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

PBLと は， Proj ect -Based Learni ngの略であり ， 与えら れた課題に対し ， 自ら が考え， 課題解決を行う 学修形態である 。 本講義は， こ れま で修得し た理工学の基礎的な知識

や考え方， 各分野の専門的導入科目や専門教育で学修し た知識や技術をも と に， 理工学分野の融合的礎を築く のが目的である 。 本講義では， 前半にイ ノ ベーショ ン創造のた

めのグループワ ーク の手法を学ぶ。 後半ではそれを用いて専攻分野の課題に関し グループ単位で検討し ， 課題解決のための提案を行う 。

目標1

目標2

目標3 グループワ ーク で他者と 協調し てチームの一員と し て活動する こ と ができ る 。

目標4 目標4 グループワ ーク の成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

イ ノ ベーショ ンのための手法を理解し ， 使う こ と ができ る 。

他者と 協働し て科学的な内容をふま え， 意思疎通をする こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

（ 前半） 授業ガイ ダンス ・ 前半の課題説明1

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール１ （ KJ法， 親和図の作成， キャ ッ チコ ピ ー）2

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール２ （ バリ ュ ーグラ フ ， 強制連想法， ２ ×２ ）3

（ 前半） 前半中間発表資料作成， 発表練習4

（ 前半） 中間発表， 質疑応答5

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール３ （ SWOT分析， ク ロ ス 分析， PEST分析， 四面会議シス テム）6

（ 前半） 最終発表資料作成， 発表練習7

（ 前半） 最終発表， 質疑応答8

（ 後半） PBLの概要， 課題についての説明9

（ 後半） 課題の抽出と 検討10

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

（ 後半） プレ ゼンテーショ ン資料の作成， 発表練習14

（ 後半） プレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題解決に必要なグループワ ーク の手法を学び， それを基にし てグルー

プワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ダイ ダンス で説明する 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R613C017

ナン バリ ン グ

応用理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Appl i ed Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） ， 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 片山健夫（ 電気電子） ， 中江貴志（ 機械国学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） ， 永野昌博（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

応用理工学PBLは， 基礎理工学PBLで修得し たグループワ ーク 手法や， 専攻分野に関する PBL( Proj ect -Based Learni ng) 形式の演習によ る 実践的知識をも と に， 専攻以外の分

野のPBLを複数回学修する こ と によ り ， 理工学への応用的展開への道筋を確かなも のと する ための主体性を涵養する 。

目標1

目標2

目標3 課題に対し ， 総合的な視点から 他者と 協働し て課題解決に取り 組み， 解決方法を提案でき る 。

目標4 課題の解決のため主体的に取り 組むこ と が出来る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

専門知識・ 技能と 分野を俯瞰する 視点を有し ， こ れら を横断的・ 総合的に活用する こ と ができ る 。

他者と 協調し てチームの一員と し て活動し ， その成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， 研究者倫理と は1

第１ 回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定2

第1回PBL　 課題の抽出と 検討3

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）4

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）5

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）6

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ン資料作成7

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ンと 総評8

第2回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定9

第2回PBL課題の抽出と 検討10

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

第2回PBLプレ ゼンテーショ ン資料作成14

第2回PBLプレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。 外部企業など から ， 課題提供を頂き ， こ れま で得た知識を基に

課題解決を図る こ と によ り ， 大学での学びの重要性を自覚する

よ う にし ている 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ガイ ダンス で説明する

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。
実務経験を

いかし た教

育内容



R613C018

ナン バリ ン グ

技術者倫理( Engi neer i ng Et hi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 数理科

学， 知能情報

， 物理学連携

， 電気電

2 3

理工学部　 数

理科学， 知能

情報システム

， 物理学連

前期

氏名  吉川周二， 紙名哲生， 岩下拓哉， 市來龍大， 山本隆栄， 大津健史， 井上高教

E-mai l    t yama@oi t a-u. ac. j p（ 山本）    内線   7777（ 山本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部理工学科は， 理工系分野の技術者， 研究者， 教育者と し て高い責任感と 倫理観を備え， 自ら の良心と 良識に従って行動する こ と のでき る 人材の育成を目指し ている

。 さ ら に理工的な知識に基づき ， 人類の福祉や地域社会に貢献でき る 人材も 求めら れている 。 こ の授業では将来の科学技術を担う 者と し て， 技術が社会や自然に及ぼす影響

や効果， 及び技術者が社会に対し て負っている 責任について学び， 自ら 考え， 技術者， 研究者， 教育者と し ての行動規範と 責任への理解を深め， 倫理的に自律性の高い人材

の育成を目指す。

目標1

目標2

目標3 理工学的倫理感を備え， 課題に対し 倫理的責任感を持ちながら 取組み， 解決する こ と ができ る

目標4 理工学倫理的問題に対し て自分の意見・ 主張を適切な判断基準と 共に， 口頭や文章で表現・ 発表でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

理工学の倫理的な問題を， 自ら 考察し ， 分析する 能力を持っている

利害が反する 考え方・ 視点が存在する こ と を理解し ， 議論を通し て意見の不一致を認める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

技術者倫理と は何か1

技術者と 責任2

技術者と 倫理3

技術者の行動規範１4

技術者の行動規範２5

技術者の行動規範３6

技術者と 法律7

技術者の責任8

企業倫理と 技術者倫理9

技術者にと って安全と は何か10

技術と リ ス ク11

意志決定の事例12

国際社会における 技術者倫理１13

国際社会における 技術者倫理２14

倫理的意志決定15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

提案さ れた倫理的課題についてレ ポート を作成する こ と によ り 理解を深

る 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を読んでおく こ と 。 （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ ９ ０ 分）

教科書

必要に応じ 資料を配付する 。

参考書

「 技術者倫理」 札野順 編， （ 財） 放送大学教育振興会， ２ ０ ０ ４ 年， （ 放送大学教材）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート およ びMoodl eの理解度確認ク イ ズ 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考

リ ン ク
URL

mailto:tyama@oita-u.ac.jp


R643C019

ナン バリ ン グ

熱力学基礎・ 演習( Engi neer i ng Ther modynami cs ( Fundament al  and Exer ci se) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 3 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  田上　 公俊

E-mai l    t anoue@oi t a-u. ac. j p   内線   7780

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

熱力学は物質の状態変化と エネルギ変化と の関係を取り 扱う 学問であり ， 熱を力学的エネルギある いは仕事に変換する 熱過程の研究及びこ の変換に最も 有利な条件を決定す

る こ と です。 「 熱力学基礎・ 演習」 では， 熱力学の第０ 法則から 第３ 法則ま での四つの基本的法則， 理想気体の状態式と 状態変化について学ぶこ と を主目的と し ま す。

熱力学は機械工学を学ぶ際の重要な専門基礎科目の一つです。 現代の動力工学は熱を機械的仕事に変換する こ と を基礎と し ， 熱力学はそれら の設計の理論的基礎と なり ま す

。

ま た， ２ 年後期開講の「 熱工学1」 ， ３ 年次開講の「 熱工学２ 」 を受講する には「 熱力学基礎・ 演習」 の履修が必要条件です。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

熱力学の第１ 法則， 第２ 法則およ び二つの法則から 導き 出さ れた状態量と し てのエンタ ルピ ， エント ロ ピ の概念を理解する 。

二つの法則を理想気体の状態変化に適用し ， 閉じ た系およ び定常流系での熱量や機械的仕事の解析方法を修得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

熱力学の基礎1

熱力学の基礎2

熱力学の第１ 法則3

熱力学の第１ 法則4

熱力学の第１ 法則5

熱力学の第１ 法則6

理想気体7

理想気体8

理想気体9

理想気体10

理想気体11

熱力学の第２ 法則12

熱力学の第２ 法則13

熱力学の第２ 法則14

熱力学の第２ 法則15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 課題によ る 知識の定着・ 確認
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 15ｈ ） ， レ ポート の作成（ 15ｈ ）

教科書

日本機械学会編， 熱力学

参考書

伊藤猛宏． 山下宏孝， 工業熱力学( 1) ， コ ロ ナ社

藤井哲， 応用熱力学入門， 裳華房

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

平常点

期末試験

30% ○ ○

70% ○ ○

再試では試験 100%で評価する 。 再試における 評価は最大でも  C と する

注意事項
講義は開講回数の70％以上， 演習は開講回数の80％以上の出席をし ていなければ， 再履修と なり ま す。 遅刻は原則と し て取り ま せんので， 時間厳守し て下さ い。 電

卓を常に持参し て下さ い。 レ ポート は計算過程を丁寧に書き ， 期限内に必ず提出する こ と 。 提出期限を過ぎたレ ポート は原則と し て受付けま せん。 レ ポート

備考
本科目は， 機械コ ース のJABEE　 学習・ 教育到達目標のう ち， A-2に対応する ．

関連科目： 熱工学Ⅰ， 熱工学Ⅱ， 伝熱学Ⅰ， 伝熱学Ⅱ

リ ン ク
URL

mailto:tanoue@oita-u.ac.jp


R643C020

ナン バリ ン グ

流体力学基礎( Fundament al s of  Fl ui d Dynami cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  濱川　 洋充

E-mai l    hamakawa@oi t a-u. ac. j p   内線   7778

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

私達の周り では、 自動車、 航空機、 船舶など の乗り 物、 風力・ 水力・ 火力など の発電シス テム、 機器の冷却シス テム、 水や燃料の流体輸送シス テムなど 、 様々な流体を利用

し た機械が使用さ れている 。 流体と は、 気体や液体など を総称する 物質のこ と である 。 本授業では、 流体の基本的性質や流体の諸現象、 エネルギー輸送の役割など を力学的

に理解する と と も に、 簡単な流体シス テムの設計が行える 基礎的な解析能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 静止流体の力学を理解し 、 静止流体中の圧力の計算ができ る 。

目標4 質量保存側、 エネルギー式、 ベルヌ ーイ の式を理解し 、 簡単な流体シス テムの諸物理量を計算でき る 。

目標5 運動量方程式と 角運動量方程式を理解し 、 流体運動によ り 物体に作用する 力を計算でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

流体の基本的性質と レ イ ノ ルズ数およ び相似則の概念を理解する 。

流体運動をと も なう 諸現象を力学的に理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

流体の性質（ １ ） 　 流体の基本的性質、 密度、 比重、 粘性1

流体の性質（ ２ ） 　 圧縮性、 音速、 表面張力、 キャ ビテーショ ン2

静止流体の力学（ １ ） 　 圧力、 パス カルの原理、 静止流体中の圧力3

静止流体の力学（ ２ ） 　 マノ メ ータ 、 壁面に作用する 静止流体力4

静止流体の力学（ ３ ） 　 浮揚体の安定性、 等加速度運動、 回転容器内の運動5

流れの基礎　 流れの分類、 流線と 流管、 渦運動6

連続の式　 質量保存則と 連続の式7

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ １ ） 　 エネルギー保存則8

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ２ ） 　 ベルヌ ーイ の式、 タ ンク から の液体の噴出9

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ３ ） 　 流速の測定、 絞り 流量計10

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ４ ） 　 水車、 フ ァ ン11

運動量の法則（ １ ） 　 運動量方程式、 曲がり 管に作用する 力12

運動量の法則（ ２ ） 　 平板に衝突する 噴流によ る 力13

運動量の法則（ ３ ） 　 湾曲板に沿う 噴流、 ペルト ン水車14

運動量の法則（ ４ ） 　 風車、 遠心ポンプ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習問題に取り 組んでも ら う 。 講義の途中で隣の学生と の教え合いの時

間を設ける 。

読めば分かる よ う な簡単なテキス ト を使用し ている 。 講義はテ

キス ト に沿った内容と し 、 いつでも 復習ができ る よ う に、 ど こ

を学んでいる かが分かる よ う に工夫し ている 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を参考にし て予習を行う （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

テキス ト を用いて授業の復習を行う （ 30h） 。

教科書

流れ学　 山田英巳、 濱川洋充、 田坂裕司著　 森北出版　 I SBN978-4-627-67531-5

参考書

JSMEテキス ト シリ ーズ　 流体力学　 日本機械学会　 丸善　 I SBN978-4-88898-119-4

わかり たい人の流体工学( I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6510-2

わかり たい人の流体工学( I I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6511-0

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験　 100% ○ ○ ○ ○ ○

期末試験100％で評価し 、 60点以上を合格と する 。 不合格者は、 講義中の全ての例題、 演習問題、 追加課題をレ ポート し て期日ま でに提出すれば、 再試験を受ける こ と がで

き る 。 再試験は試験100％で評価し 60点以上を合格と する 。 再試験における 評価は最大でも  C と する 。 期末試験およ び再試験は技術士１ 次試験レ ベルと する 。

注意事項
電卓持参のこ と 。 欠席する と 講義の流れが中断し 理解でき なく なる 恐れがある ため、 欠席し ないよ う にする こ と 。

備考
本科目は、 機械コ ース のJABEE　 学習・ 到達目標のう ち、 A-2に対応する 。

リ ン ク
URL

mailto:hamakawa@oita-u.ac.jp


R643C021

ナン バリ ン グ

非線形システム論( Nonl i near  Syst em Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  加藤　 秀行

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

非線形シス テムは現象が面白い。 し かし 、 ほと んど の場合はシス テムの解析解を得る こ と ができ ず、 それ故に数値計算手法を用いて振る 舞いを調べ、 安定性について議論す

る 必要がある 。 本講義では、 いく つかのモデルを例示する こ と で数学モデルの作り 方を学び、 計算機シミ ュ レ ーショ ンによ り モデルの振る 舞いを観測する こ と で、 非線形シ

ス テムに関する 理解を深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

常微分方程式も し く は差分方程式で与えら れた非線形シス テムの振る 舞いを数値計算によ り シミ ュ レ ーショ ンでき る よ う になる 。

観測さ れる 現象について説明でき る よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形シス テムと 非線形シス テム1

数学モデルの作り 方と 解析解（ １ ） 　 [ 人口問題: 　 Mal t husの考え方を例に]2

数学モデルの作り 方と 解析解（ ２ ） 　 [ 人口問題: 　 Verhul stの考え方を例に]3

計算機を用いた数値計算（ １ ） 　 [ Eul er法]4

計算機を用いた数値計算（ ２ ） 　 [ Runge-Kut t a法]5

2次元非線形微分方程式（ １ ） 　 [ Lot ka-Vol t er r a方程式を例に]6

2次元非線形微分方程式（ ２ ） 　 [ 計算機を用いたLot ka-Vol t er r a方程式の数値計算]7

カオス （ １ ） 　 [ カオス と は]8

カオス （ ２ ） 　 [ Logi st i c写像]9

カオス （ ３ ） 　 [ リ タ ーンマッ プと 1パラ メ ータ 分岐図]10

カオス （ ４ ） 　 [ 固定点の安定性と 周期倍分岐]11

カオス （ ５ ） 　 [ 計算機を用いたLogi st i c写像の数値計算]12

Poi ncar e写像（ １ ） 　 [ Poi ncar e写像と は]13

Poi ncar e写像（ ２ ） 　 [ Poi ncar e写像の導出:  1次元区分線形を例に]14

Poi ncar e写像（ ３ ） 　 [ 写像の安定性]15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理論を数値計算を用いて確認する こ と で、 理解度の深化を促す。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学2年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 7h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容を復習（ 5h） 。 プロ グラ ミ ング演習（ 25h） 。

教科書

講義資料を配布する 。

参考書

Model l i ng wi t h Di f f er ent i al  Equat i ons： Burghes他： El l i s Horwood Lt d

Excel で試す非線形力学： 平山： コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習課題

期末試験

50% ○ ○

50% ○ ○

演習課題（ 50%） 、 期末試験（ 50%） で評価する 。 なお、 演習課題が1つでも 未提出の場合には、 評価の対象と なら ない。

注意事項
詳細な説明を、 第1回目の講義で説明し ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R695C022

ナン バリ ン グ

職業指導( Car eer  Educat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  岳野　 公人（ 非）

E-mai l    ki mi @edu. shi ga-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業では、 主と し て、 職業指導( キャ リ ア・ ガイ ダンス ) の意義と 歴史、 職業指導( キャ リ ア・ ガイ ダンス ) を支える 理論( アプロ ーチ) と 方法について理解する と と も に、 生

き 方の教育と し て の職業指導( キャ リ ア・ ガイ ダンス ) に関する 実践力を身につける 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

職業指導( キャ リ ア・ ガイ ダンス ) の意義を理解する 。

生き 方の教育と し て の職業指導( キャ リ ア・ ガイ ダンス ) に関する 実践力を身につける 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

現代のキャ リ アにかかわる 問題2

職業指導の歴史的展開3

学校教育における 職業指導・ 進路指導の意義と 役割4

進路指導の実際5

心理検査利用について6

進路情報の収集7

情報ツ ールについて8

進路相談ケース ワ ーク9

研究論文を利用し た進路指導演習10

視聴覚教材を利用し た進路指導演習11

ワ ーク シート を利用し た進路指導演習12

グループディ ス カッ ショ ンを利用し た進路指導演習13

プレ ゼンテーショ ンを利用し た進路指導演習14

こ れから の進路指導と キャ リ ア教育15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

最終レ ポート

グループ・ ペアの共同作業，

教材開発

映像作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h)準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし 、 課題の完成度を高める 。 教材開発( 10h) ， 映像製作( 5h)

教科書

必要なプリ ント を配布する 。

参考書

特に指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小課題

定期試験

講義・ 演習参加への姿勢・ 態度

20% ○

50% ○

30% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kimi@edu.shiga-u.ac.jp


R643C023

ナン バリ ン グ

科学英語表現法( Advanced Engl i sh f or  Engi neer i ng and Sci ence St udy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  園井　 千音、 佐々木　 朱美、 大谷　 英理果

E-mai l    chi ne@oi t a-u. ac. j p( 園井) ・ akemi sa@oi t a-u. ac. j p( 佐々木) ・ o-er i ka@oi t a-u. ac. j p( 大谷)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部の高学年次にふさ わし い知的言語運用力、 こ の習得に必要な専門的知識、 科学と 社会的文化的関連について英語で学ぶ。 ま た科学や社会、 文化の総合的内容を英語

で読みま た、 それについて論理的に思考する こ と ができ る 。 英語の文法的知識、 語彙、 発音など について知識を得、 それら を運用し 自分の意思を正確に伝達する こ と ができ

る 。 英語によ る 広く 深い知識を習得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 英語によ り 論理的にエッ セイ 作成をする こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

科学、 ま た科学と 社会的文化的背景について英語で読むこ と ができ る 。

英語によ り 自分の考えを話すこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

英文エッ セイ 読解（ １ ）2

英文エッ セイ 読解（ ２ ）3

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ １ ）4

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現 ( 2)5

英文エッ セイ 読解 ( 3)6

英文エッ セイ 読解 ( 4)7

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 3)8

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 4)9

英文エッ セイ 読解（ ５ ）10

英文エッ セイ 読解( 6)11

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 5)12

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ ６ ）13

復習と ま と め（ １ ） 語彙・ 文法　 総合的復習14

復習と ま と め（ ２ ） 英作文も し く は意見発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

英語の辞書活用に慣れる こ と 。 英語表現の特徴について日本語表現と の

違いについて常に認識する こ と 。 各講義において、 ペアワ ーク 、 ディ ス

カッ ショ ンなど を通し て、 よ り 英語語彙力の多い英語読解と 論文作成を

実践する 。

図書館における 資料検索など の実施　 自由な作文課題を選ぶ　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各主題のテキス ト や参考資料について必要に応じ て予習する （ 15h： 学期合計)  各主題の英語エッ セイ や作文内容についてよ り 詳し い情報を必要に応じ て収集

する （ 15h： 学期合計)
準備

学修

事後

学修

各主題のテキス ト や参考資料について語彙、 英語内容について復習（ 15h： 学期合計)  各主題の英語作文や英語読解についての課題を完成さ せる （ 15h： 学期合

計)

教科書

講義で指示する 。

参考書

講義で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

英語によ る 作文小課題

英語によ る ディ ス カッ ショ ン

総ま と め筆記試験

30% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:chine@oita-u.ac.jp
mailto:akemisa@oita-u.ac.jp
mailto:o-erika@oita-u.ac.jp


R695C024

ナン バリ ン グ

起業家養成講座( Ent r epr eneur shi p Tr ai ni ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  江藤　 真由美

E-mai l    et ou-mayumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7912

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 次代の担い手と なる 若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する 講義を行う ． 企業研究を行い， 企業経営や戦略について理解し ， 実際に事業計画を立て， 理解を深める ．

目標1

目標2

目標3 起業を想定し た事業計画をグループで実際に作成し ， 説明でき る よ う になる ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

起業に必要と なる 企業経営に関する 基礎知識や考え方について体系的に理解し ， 習得する 。

実際の起業の例について， 学び， 検討する と と も に， その概要を理解し ， 身につける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

創業の基礎知識に関する 講義1

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等2

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等3

企業研究（ 講義， 討論等）4

企業研究（ 講義， 討論等）5

企業研究（ 講義， 討論等）6

企業研究（ 講義， 討論等）7

企業研究（ 講義， 討論等）8

事業計画作成の基礎を学ぶ講義9

事業計画の検討に係る ワ ーク10

事業計画の検討に係る ワ ーク11

事業計画の検討に係る ワ ーク     事業計画の概要発表12

事業計画の概要発表13

事業計画の概要発表14

産学連携の重要性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

意見交換， 事業計画の立案演習， プレ ゼンテーショ ンと 意見交換 授業は外部講師（ 専門家等） と の連携で行う ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事業計画書立案のための情報収集およ び事業計画書作成を行う ． ( 15h)準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習し ， 事業計画書作成に役立てる ． ( 15h)

教科書

資料を配布する ．

参考書

参考書を指定し ない．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習

事業計画書作成

プレ ゼンテーショ ン

10% ○ ○

40% ○ ○

50% ○

注意事項
講義は集中的に行う ．

開講日は6月～8月の中で3～4日間（ でき る だけ連続になる よ う に日程を組む） と なる 予定．

備考
本講義の受講生が， ビジネス プラ ンに関する コ ンテス ト で， 賞を獲得し ている ．

リ ン ク
URL

mailto:etou-mayumi@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

企業経営指導を行っている 中小企業診断士の方に事業計画書作成指導など を分担し ても ら う ．

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

財務， 会計， 経営， 事業計画など 企業運営についての指導経験をも と に事業計画書の作成指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R643C025

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＡ ( I nt er nshi p A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 8h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 8h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

場合によ ってはグループト ーク 等で意見を集約する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R643C026

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＢ ( I nt er nshi p B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に４ 週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 15h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 15h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

必要に応じ て適宜， 参考図書を紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R691C027

ナン バリ ン グ

工業概論( I nt r oduct i on of  Mechani cal  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年

理工学部理工

学科　 電気エ

ネルギー・ 電

子工学プロ グ

前期

氏名  岩本　 光生・ 工藤　 孝人・ 菊池　 武士・ 大谷　 俊浩・ 岡本　 則子・ 柴田　 建・ 田中　 圭

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p （ 岩本）    内線   7806 （ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

工業科目の中から 機械工学， 電気電子工学， メ カト ロ ニク ス ， 建築学の主要な技術について学修する 。 技術者と し て要求さ れる デザイ ン力， 解析力， 知識・ 技能を活かす実

践力や課題解決能力を演習や課題レ ポート を含めた総合的・ 多角的な教育の展開によ り 修得する こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

工業の基礎的な知識と 技術を習得する こ と で， 現代社会における 工業の意義や役割を学ぶ。

環境やエネルギーの問題にも 配慮し た工学の基礎を学ぶ。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

岩本： 工業技術基礎－機械編： 流体の流れと 熱の流れ1

岩本： 機械設計・ 製図の基礎， CＡ Ｄ ， 機械工作， 材料技術2

岩本： 機械工作法， 機械材料3

工藤： 工業技術基礎－電気編： 電気・ 磁気・ 光に関する 研究と 技術発展の歴史4

工藤： 通信媒体と し ての電磁波に関する 基礎的事項5

工藤： 電磁波と 現代生活と の関わり6

工藤： 電磁波のコ ンピ ュ ータ シミ ュ レ ーショ ン7

菊池： メ カト ロ ニク ス 基礎（ センサ， アク チュ エータ ， 機構， コ ント ロ ーラ ）8

菊池： ロ ボッ ト の設計（ 機構図， 運動学， 静力学）9

菊池： ロ ボッ ト の解析（ コ ンピ ュ ータ を用いたシミ ュ レ ーショ ン演習）10

菊池： ロ ボッ ト の解析２ （ コ ンピ ュ ータ を用いたシミ ュ レ ーショ ン演習２ ）11

田中（ 圭） ： 工業技術基礎－建築編： 建築構造学の基礎， 地震防災12

大谷： 建築材料学・ 施工学の基礎， 維持管理， リ サイ ク ル13

岡本： 建築環境工学の基礎14

柴田： 建築計画学の基礎， ハウ ジング15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生の理解を確認する ため， 課題を課すこ と によ り 理解度を確認し てい

る ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布プリ ント を読んでおく こ と （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

課題作成（ ６ ０ 分）

教科書

使用し ない。 必要に応じ てプリ ント を配付する 。

参考書

「 高等学校学習指導要領解説 工業編」 ， 文部科学省編

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 100% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で製品開発を担当
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， こ の講義の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R612S028

ナン バリ ン グ

物理数学１ ( Physi cal  mat hemat i cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  菊池　 武士

E-mai l    t -ki kuchi    内線   7771

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では， 古典力学の基礎と なる ニュ ート ンの運動方程式・ 力学的エネルギー・ 運動量， およ びこ れら を３ 次元空間の関数と し て表現する ためのベク ト ル表現について解

説し ， 各回の演習によ って理解を促す． 機械工学分野の各種力学問題はこ れら の概念に基づいて構築さ れており ， 次年度以降の力学関連講義を理解する 上で必須の内容と な

る ．

目標1

目標2

目標3 上記をベク ト ルを用いて数学的に表現でき る ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

ニュ ート ンの運動方程式の意味を理解し ， 具体的問題に応用でき る ．

エネルギー， 運動量の保存則の意味を理解し ， 具体的問題に応用でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

三角比と ベク ト ル2

力のはたら き3

運動の表し 方（ １ ）4

運動の表し 方（ ２ ）5

運動の法則    問題演習（ 力と 運動）6

中間試験7

中間試験の解説8

仕事9

仕事と エネルギー10

力学的エネルギー保存の法則11

運動量保存の法則（ １ ）12

運動量保存の法則（ ２ ）13

問題演習（ エネルギーと 運動量）14

総括15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義内容を深く 理解し ， 発展さ せなければ解けない課題を出題する ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく 　 （ 1時間/回）準備

学修

事後

学修

課題を行う 。 （ 2時間/回） , 復習を行う （ 1時間/回）

教科書

高橋正雄， 講義と 演習 理工系基礎力学， 共立出版

参考書

適宜紹介する ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

中間試験

期末試験

25% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
諸事情によ り 欠席する 場合は欠席届を提出する こ と ．

備考
講義内容， レ ポート ， 試験に関する 質問はいつでも 聞き に来てく ださ い．

リ ン ク
URL



R612S029

ナン バリ ン グ

物理数学２ ( Physi cal  mat hemat i cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  劉　 孝宏

E-mai l    r yu@oi t a-u. ac. j p   内線   7775

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義は， 機械シス テム全般で必要と なる 基礎的な数学や物理（ 力学） の中でも ， 特に， 動力学に関する 基本的な内容の理解と 応用をねら いと する 。 複素数， ベク ト ルと 行

列， 微分方程式の数学的知識およ びニュ ート ンの運動の法則と 関連する 理論体系をも と に， 振動や円運動およ び剛体の運動に関する 運動方程式の導出を行い， それら の解析

手法に関する 基礎を学ぶと と も に， 機械シス テムに対し ての利活用例についても 学ぶ。 ま た， 演習を行う こ と によ り ， 解く 力を身に付ける 。 物理数学1の続き と し て配置し

た内容であり ， 物理数学1を修得し たも のと し て講義を進める 。

目標1

目標2

目標3 質点の角運動量を計算でき る

目標4 運動方程式から 遠心力， コ リ オリ 力を計算でき る

目標5 剛体の重心， つり 合いの計算ができ る

目標6 剛体の回転運動の方程式が導出でき る

目標7 簡単な形状の慣性モーメ ント が計算でき る

目標8 剛体の平面運動の方程式が導出でき る

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

○

○

三角関数を利用し て単振動， 単振り 子の解析ができ る

速度， 加速度をベク ト ルによ り 表現でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

三角関数1

単振動・ 単振り 子2

速度・ 加速度のベク ト ル表示， 等速円運動3

角運動量4

慣性力， ダラ ンベールの原理5

運動方程式のベク ト ル表示6

遠心力と コ リ オリ 力7

振動と 円運動の演習8

力のモーメ ント9

剛体の重心， 剛体のつり 合い10

ベク ト ル積， 回転運動の方程式11

剛体の回転運動12

慣性モーメ ント の計算13

剛体の平面運動14

剛体の力学の演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎週課題を課し 提出さ せる 。 質問は， メ ール， オンラ イ ン， 対面のいず

れでも 可能である 。

課題は自動採点さ れ， 各自で， 理解度の確認ができ る 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10h： 学期合計）準備

学修

事後

学修

課題を行う （ 20h： 学期合計） , 復習を行う （ 10h： 学期合計）

教科書

高橋正雄： 基礎と 演習　 理工系の力学， 共立出版

参考書

参考書を指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

課題と 期末試験の合計が60点以上を合格と し ま す。

注意事項
授業に2/3以上出席し ていない者の試験の受験は認めま せん。

備考
本科目は， 機械工学プロ グラ ムのJABEE　 学習・ 教育到達目標のう ち， A-2に対応し ま す。 再試では試験 100%で評価し ま す。 再試における 評価は最大でも  C と し ま

す。

リ ン ク
URL

mailto:ryu@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

九州松下電器
教員の実務

経験

企業のおける 製品設計を反映でき る 力学分野の教育を実施し ている 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R611S030

ナン バリ ン グ

工学セミ ナー( I nt r oduct or y Semi nar  f or  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  劉　 孝宏

E-mai l    r yu@oi t a-u. ac. j p   内線   7775

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れから の大学において機械シス テムを学ぶ上で， 専門分野に関する 興味をも つこ と ， およ び自分で考え主体的に学び続ける 態度を身につける こ と が重要である 。 工学セミ

ナーは， ①工学の専門分野に学問的興味をも つこ と ， ②教育プロ グラ ムの教員・ 研究室に親近感をも つこ と ， ③自ら 考え行動し 問題を解決する 姿勢を育むこ と ， およ び④コ

ミ ュ ニケーショ ン能力の訓練を目的と し ている 。 本講義では， 体験的学習によ り 専門分野への興味を深める ため， 基礎的な実習を行う 。 実習では， 専門分野の講義と 関連の

ある 身近な例の学習から ， 研究室で実際に行われている 研究と 関連する 分野の体験など を行う 。

目標1

目標2

目標3 成果をま と め， 発表する 能力を育む。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

プロ グラ ムのカリ キュ ラ ムの流れを理解する 。

研究室研修によ り ， プロ グラ ムの特徴を把握する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス （ 講義の流れ、 履修モデル、 学生生活の注意） 　 　 　 　 　 　 　 （ 担当： 全教員）1

研究室研修（ １ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ） 　 （ 担当： 全教員）2

研究室研修（ ２ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ）   （ 担当： 全教員）3

研究室研修（ ３ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ）   （ 担当： 全教員）4

研究室研修（ ４ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ）   （ 担当： 全教員）5

研究室研修（ ５ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ）   （ 担当： 全教員）6

研究室研修（ ６ テーマ目） 研究室での実習（ 研究内容の説明を受ける ） 　 （ 担当： 全教員）7

研究室研修（ ７ テーマ目） 研究室での実習（ 研究室でテーマを決め実習） （ 担当： 全教員）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

研究室研修では， 各テーマにおいてグループで考え， それをま と めて発

表する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト がある 場合はを事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ 30ｈ ）

教科書

資料を配布する

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート およ び発表 100% ○ ○ ○

注意事項
研究室研修の後半で企業研修（ おおいたテク ノ ピ ッ チ） を開催する こ と がある ので注意する こ と ．

備考
本講義では， 再試は実施し ま せん。 こ の科目は， 機械工学プロ グラ ムのJABEE学習・ 教育到達目標のう ち， B-1, B-2, C-1, C-2に対応し ま す。

リ ン ク
URL

mailto:ryu@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

劉孝宏： 九州松下電器
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

大坪裕行, 姫野沙耶香： 企業で実務業務を担当

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

大学だけでなく 企業の視点から ， こ の講義の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R613S031

ナン バリ ン グ

生体情報工学( Bi ol ogi cal  I nf or mat i on Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  上見　 憲弘

E-mai l    uemi @oi t a-u. ac. j p   内線   7301

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ヒ ト がど のよ う に周囲の世界を認識し 知覚し 行動し ている かをその情報処理機構から 学ぶこ と によ り 、 生物のシス テムの巧みさ と その仕組みを新し い技術に役立てる 考え方

を身につける 。

目標1

目標2

目標3 上記内容と 福祉工学と の関連性について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

脳における 神経細胞の仕組みと そのモデルについて説明でき る 。

視覚、 聴覚、 触覚などの各種感覚器の特性と その感覚入力に基づいた知覚特性について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生体の情報処理シス テムの構成1

脳の各領野における 役割分担と その可塑性について2

神経細胞の仕組み3

神経細胞の結合によ る 情報処理4

神経細胞のモデル5

視覚の情報処理１ ： 視覚系の神経回路6

視覚の情報処理２ ： 視覚の基本特性7

視覚の情報処理３ ： 視覚系の知覚（ 色の知覚、 立体視）8

聴覚の情報処理１ ： 聴覚系の神経回路9

聴覚の情報処理２ ： 聴覚系の知覚（ 音圧・ 周波数・ 音色の知覚、 音源定位）10

聴覚の情報処理３ ： 聴覚系の知覚（ 音声の知覚と 発声）11

平衡覚の情報処理： 半規管の構造と 特性12

触覚の情報処理： 触覚受容器の構造と 特性13

感覚系の共通性と 相互作用・ 人の感覚の基本14

生体情報処理と 福祉工学15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 基本事項確認のための授業内での演習問題の実施

・ 簡単な心理学実験の実施， 授業で紹介する 感覚の体験

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前出内容について確認し 、 次回の内容の関連事項を調べる ( 22. 5h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容の確認と 整理、 関連事項について調べる （ 22. 5h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

大西昇著・ 杉江昇監修「 生体情報処理」 昭晃堂、 2001年、 I SBN9784785690601

福田忠彦「 生体情報論」 朝倉書店、 1997年、 I SBN9784254170993

樋渡涓「 視聴覚情報概論」 昭晃堂、 1987年、 I SBN9784785690267

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験 100% ○ ○

注意事項
授業を欠席し た場合には必ずノ ート をみせても ら い内容の理解に勤める こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:uemi@oita-u.ac.jp


R612S032

ナン バリ ン グ

電気回路基礎( Fundament al s of  El ect r i c Ci r cui t )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  池内　 秀隆

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気系の分野を理解する ための基礎知識と し て、 電気回路の直流・ 交流回路網の電源と 素子の記述、 直列接続、 並列接続のイ ンピ ーダンス など の基礎項目と 、 テブナンの定

理、 ノ ート ンの定理で代表さ れる 諸定理、 およ び有効、 無効電力、 力率の概念を理解する こ と を目標と する 。 ま た、 交流回路の基礎と なる 複素数の計算と フ ェ ーザ表示につ

いて修得する 。

目標1

目標2

目標3 交流回路の基礎と なる 複素数の概念を理解し ， 計算ができ る 。

目標4 交流回路の諸量についてフ ェ ーザ表示， 複素数表示を活用でき る 。

目標5 交流回路の基本要素と 電力について概念を理解し ， 計算でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

直流回路の基本定理を用いて回路の諸量を計算でき る 。

直流回路の諸定理を用いて回路の諸量を計算でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

電気回路の基礎1

回路要素の基本的性質2

直流回路（ 直列接続）3

直流回路（ 並列接続）4

直流回路網5

直流回路の基本定理6

直流回路網の諸定理7

交流回路の基礎（ 複素数の計算）8

正弦波交流9

正弦波交流のフェ ーザ表示と 複素数表示10

交流回路の基本要素11

交流回路（ 直列接続）12

交流回路（ 並列接続）13

２ 端子回路14

交流の電力15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習課題は， 講義終了後に提示し ， 演習問題は原則時間外に行う こ と と

する 。 演習の時間は， 問題の解説と 自己採点によ る 検討の時間と する こ

と で， 効率的に演習を実施でき る と と も に， 自身の理解の程度や問題点

を発見でき る よ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書をあら かじ め読んでおく ( 1時間/回)準備

学修

事後

学修

演習課題と 復習を実施する （ １ 時間/回）

教科書

電気回路の基礎： 西巻正郎・ 森武昭・ 荒井俊彦著、 森北出版

参考書

授業中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

演習提出

80% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
体調不良等， やむを得ず欠席する 場合は， 事後でも 良いので必ず連絡する こ と 。

備考
特になし

リ ン ク
URL



R612S033

ナン バリ ン グ

材料力学基礎( Fundament al s of  St r engt h of  Mat er i al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小田　 和広

E-mai l    oda-kazuhi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7797

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

材料力学は， 工業材料を正し く 使用する ための根拠を与える 実学である 。 こ こ で， 正し く と は「 安全かつ経済的」 を意味し ている 。 本講義では， こ れから 材料力学を学ぶ上

で必要な「 力の平衡・ 応力と ひずみ」 など の基本事項の理解， およ び引張・ 圧縮， ねじ り を受ける 機械･構造物を設計する 際に必要と なる 基本的考え方について解説する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

機械・ 構造物を設計を行う ための基礎的知識を説明でき る 。

各外力に応じ た機械・ 構造物の応力・ 変形の計算ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

材料力学と は？　1

力の平衡条件と 断面に伝わる 力と モーメ ント の種類2

応力と ひずみ， フ ッ ク の法則3

鋼の応力－ひずみ腺図， 断面に伝わる 内力　4

引張・ 圧縮の応力と 変形5

引張・ 圧縮を受ける 棒材の不静定問題6

内圧を受ける 薄肉円筒の解法7

直線棒のねじ り8

ねじ り の不静定問題　9

伝動軸， ばねの応力と 変形10

直線棒の曲げ11

せん断力と 曲げモーメ ント 　12

はり の応力と ひずみ13

断面2次モーメ ント の求め方14

はり に関する 演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎週の授業後に課題を課し 提出さ せる （ こ れに質問等も 記入可） 。 理解

度の確認と 質問への回答ができ る 。 課題は解答の詳細な解説を行う 。

授業の途中でミ ニ演習を行っている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書およ び履修案内に記載し ている 参考書など を使い， 予習する ( 2h/回) 。準備

学修

事後

学修

教科書およ び履修案内に記載し ている 参考書など を使い復習する ( 1h/回) 。 復習後に課題の問題を解き レ ポート を完成する ( 1h/回) 。

教科書

「 演習問題で学ぶ 材料の力学」 ， 野田・ 小田・ 高木著， コ ロ ナ社， 2022年， I SBN978-4-339-04678-6

moodl eで資料・ 課題を配布する ので， 毎回確認する こ と 。

参考書

機械系大学講義シリ ーズ①「 材料力学」 ， 西谷弘信著， コ ロ ナ社， 1994年， I SBN978-4-339-04031-9

材料力学（ 上巻） ： 中原一郎著， 養賢堂， 1965年， I SBN978-4-8425-0114-7 C3053　 など

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題のレ ポート

中間試験

期末試験

20% ○ ○

40% ○ ○

40% ○ ○

課題は期限ま でに提出する こ と 。 期限以降の提出は受け付けない。 一部の課題については， 合格点に達する ま で提出さ せる こ と がある 。

追試験およ び再試験を実施する 場合， 試験100%で評価する 。 こ の試験における 評価は最大でも Cと する 。

注意事項
毎回の授業で関数電卓を持参する こ と 。 課題の提出状況が悪い場合（ 期限遅れも 含む） は評価し ないこ と がある 。 課題解答の公開後は未提出と みなす。

備考
本科目は、 機械工学プロ グラ ムのJABEE　 学習・ 教育到達目標のう ち、 A-2に対応する 。

リ ン ク
URL

mailto:oda-kazuhiro@oita-u.ac.jp


R612S034

ナン バリ ン グ

現代制御( Moder n Cont r ol )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3・ 4年
理工学部理工

学科
前期

氏名  加藤　 秀行・ 菊池　 武士

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

状態空間表現をベース にし た現代制御工学の基礎を学ぶ。 状態空間表現によ る シス テムの解析・ 設計法は、 現代の制御工学において重要な役割を果たし ている だけでなく 、

信号処理やロ ボッ ト 工学においても 不可欠の考え方である 。 本講義では、 ま ず連続時間線形シス テムの状態微分方程式・ 出力方程式と その解法、 伝達関数について学んだ後

、 基礎的な可制御性、 可観測性、 状態フ ィ ード バッ ク 制御、 オブザーバ、 最適制御について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 アナロ グシス テムの解析法を理解する 。

目標4 可制御性、 可観測性の意味がわかる 。

目標5 最適制御の意味がわかる 。

目標6 フ ィ ード バッ ク 制御系の効果が理解でき ている （ 安定性， 外乱抑制， ロ バス ト 性） 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

アナロ グシス テムの記述方法を理解する 。

電気系・ 機械系への応用を念頭においたラ プラ ス 変換およ び逆ラ プラ ス 変換を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 担当： 加藤秀行）1

ラ プラ ス 変換と 逆ラ プラ ス 変換（ 担当： 加藤秀行）2

連続時間線形シス テム ( 1)  状態変数表現， イ ンパルス 応答（ 担当： 加藤秀行）3

連続時間線形シス テム ( 2)  電気回路を例題に用いて（ 担当： 加藤秀行）4

連続時間線形シス テム ( 3)  機械系を例題に用いて（ 担当： 加藤秀行）5

線形代数の復習（ 担当： 加藤秀行）6

連続時間線形シス テム ( 4)  線形シス テムの解法（ 担当： 加藤秀行）7

連続時間線形シス テム ( 5)  伝達関数（ 担当： 加藤秀行）8

状態変数線図と 状態変数変換（ 担当： 菊池武士）9

状態方程式の自由応答（ 担当： 菊池武士）10

シス テムの応答と 安定性（ 担当： 菊池武士）11

状態フ ィ ード バッ ク と 極配置（ 担当： 菊池武士）12

シス テムの可制御性と 可観測性（ 担当： 菊池武士）13

現代制御理論の応用例（ 倒立振子モデルのシミ ュ レ ーショ ンなど ） （ 担当： 菊池武士）14

ま と め（ 担当： 菊池武士）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小分野毎に小テス ト およ びその解答を行い、 理解度の深化を促す。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学2年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 8h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。 小テス ト の準備（ 15h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容（ 板書） を復習（ 10h） 。 小テス ト の復習（ 4h） 。

教科書

線形シス テム論（ 山下幸彦著、 朝倉書店）

参考書

基本から わかる 信号処理講義ノ ート （ 久保田他著、 オーム社）

はじ めての現代制御理論（ 佐藤和也ら 著、 講談社）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

期末テス ト

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

小テス ト （ 50%） 、 期末試験（ 50%） で評価する 。

注意事項
詳細な説明を、 第1回目の講義で説明し ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R642S035

ナン バリ ン グ

機械力学基礎( Fundament al s of  Dynami cs of  Machi ner y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  劉　 孝宏

E-mai l    r yu@oi t a-u. ac. j p   内線   7775

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

私達の周り には， 自動車・ 電車・ 飛行機・ 船舶など の輸送機械， 掃除機・ 洗濯機・ オーディ オ機器など の家庭用電気機器， 携帯電話機などの通信用機器など ， 多様な機械・

機器が用いら れていま す． 機械力学は， こ の様な機械類が正し く 働き ， 安心し てよ り 長期間使用でき ， かつ危険の無いよ う に作り 上げる 時に用いら れる 応用的な要素の強い

学問です． 本講義は， 機械の動力学的現象， すなわち機械の運動をその原因である 力に基づいて明ら かにし よ う と する も ので， その解析法など を理解する こ と を目的と し ま

す．

目標1

目標2

目標3 減衰のない1自由度系の自由振動の運動方程式に初期条件を与え， 自由振動解を求める こ と ができ る ．

目標4 減衰のある 1自由度系の自由振動に対する 減衰固有振動数およ び自由振動解を求める こ と ができ る ．

目標5 強制外力や強制変位が作用し た1自由度振動系の運動方程式を導出でき る ．

目標6 目標5の運動方程式から ， 強制振動応答およ び位相を求める こ と ができ る ．

目標7 教科書に使用さ れている ばね－質量から なる 2自由度系の自由振動の運動方程式を導出でき る ．

目標8 目標7から ， 固有振動数2つ， 固有モード 2つ及び自由振動解を求める こ と ができ る ．

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

教科書に使用さ れている ばね要素と 質量（ ま たは慣性モーメ ント ） から なる 1自由度系の自由振動の運動方程式を導出でき る ．

減衰のない1自由度系の自由振動の運動方程式から ， 固有振動数を導出でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

1自由度系の自由振動( 1) ： 不減衰系の自由振動1

1自由度系の自由振動( 2) ： 回転系の自由振動2

1自由度系の自由振動( 3) ： 減衰系の自由振動（ 運動方程式， 減衰振動波形）3

1自由度系の自由振動( 4) ： 減衰系の自由振動（ 減衰比， 対数減衰率）4

1自由度系の強制振動( 1) ： 応答曲線と 共振5

1自由度系の強制振動( 2) ： 粘性減衰系の強制振動6

1自由度系の強制振動( 3) ： 一般減衰系の強制振動7

1自由度系の強制振動( 4) ： 不釣り 合い外力によ る 強制振動8

1自由度系の強制振動( 5) ： 変位によ る 強制振動（ 絶対変位）9

1自由度系の強制振動( 6) ： 変位によ る 強制振動（ 相対変位）10

1自由度系の強制振動( 7) ： 振動伝達と 防振11

1自由度系の強制振動( 8) ： ロ ータ 系の振動12

2自由度系の自由振動( 1) ： 運動方程式（ ばね－質量系）13

2自由度系の自由振動( 2) ： 固有振動数と 固有モード （ ばね－質量系）14

2自由度系の自由振動( 3) ： 自由振動解（ ばね－質量系）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

本講義では， 講義の進捗に伴い， 学生に意見を求め理解度を逐次確認し

ま す。 課題（ 宿題） を行いま す。

ビデオや簡単な実験装置の活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

物理学や微分方程式の復習（ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

実施し た講義内容の復習（ 30ｈ ）

教科書

岩田佳雄， 佐伯暢人， 小松崎俊彦著， 機械振動学， 数理工学社

参考書

末岡淳男， 綾部隆著， 機械力学， 森北出版

末岡淳男ほか著， 機械力学演習， 森北出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
本講義を受講する ためには， 行列・ ベク ト ル解析などの線形代数学， 微分・ 積分学ある いは運動学・ 力学・ 機構学など の基礎的知識を予備知識と し て必要と する の

で， 関連する 専門基礎科目の学習を十分理解し ておいてく ださ い。 その他の注意事項は初回の講義で解説し ま す。

備考
本科目は， 機械コ ース のJABEE　 学習・ 教育到達目標のう ち， A-2に対応し ま す。 再試では試験 100%で評価し ま す。 再試における 評価は最大でも  C と し ま す。 質問

は， 授業時間中や教員室で受け付けま すし ， e-mai l （ r yu@oi t a-u. ac. j p） でも 対応でき ま す。

リ ン ク
URL

mailto:ryu@oita-u.ac.jp
mailto:ryu@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

九州松下電器
教員の実務

経験

企業のおける 製品設計を反映でき る 機械力学分野の教育を実施し ていま す．

実務経験を

いかし た教

育内容



R642S036

ナン バリ ン グ

Ｃ Ａ Ｄ 演習( Semi nar  on Comput er  Ai ded Desi gn)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 1 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  福永　 道彦， 齋藤　 晋一

E-mai l    f ukunagam@oi t a-u. ac. j p   内線   7800

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

近年における も のづく り のパラ ダイ ムシフ ト の根本は三次元CADである と いって過言ではない． 三次元CADの活用は製図作業の省力化のみなら ず， 設計を助ける ツールと し て

， ま た生産全体を管理にも 援用さ れて生産性の向上や品質管理に援用さ れる など ， き わめて広い活用法が提案さ れ， 実際に用いら れている ． 本授業では， 三次元CADの基本

的な仕組みと 操作法を習得し ， 将来の活用のための基礎を身につける ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○三次元CADで形状を定義する 仕組みを理解し ， モデリ ングし ， 図面を作成でき る こ と ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

三次元CADの基本的な考え方と 用途1

三次元形状のモデリ ング： 押し 出し2

三次元形状のモデリ ング： ブール演算3

三次元形状のモデリ ング： 鏡像， 複写など4

二次元図面の作成： 部品図5

アセンブリ モデリ ング（ 可動部の製図法）6

二次元図面の作成： 組立図7

寸法公差の設定： 長さ と 角度8

寸法公差の設定： はめあい9

幾何公差の設定： 形状を示す公差10

幾何公差の設定： 位置姿勢を示す公差11

幾何公差の設定： 動的な公差12

機械要素の使用： ラ ジアル軸受13

機械要素の使用： ス ラ ス ト 軸受14

複雑な形状のモデリ ング： ロ フ ト ， ス イ ープ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

参考書を参照すればさ ら にハイ レ ベルな解析が実施でき る ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料の視聴（ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

Ｃ Ａ Ｄ 図面の作成（ 30ｈ ）

教科書

配布資料を用いる ．

参考書

Sol i dWorksによ る 3次元CAD， 門脇重道他， 実教出版株式会社

Sol i dWorksででき る 設計者CAE， 水野操， 日刊工業新聞社

3次元CADから 学ぶ機械設計入門， 岸佐年， 森北出版株式会社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

製図課題 100% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:fukunagam@oita-u.ac.jp


R612P037

ナン バリ ン グ

プロ グラ ミ ングＦ ( pr ogr ammi ngF)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  加藤　 秀行・ 高　 炎輝

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

高度情報化社会を迎え、 誰も が大量のデータ を処理する のが当たり 前と なった。 ま た、 機械学習など の発展も あり 、 こ れら を支える プロ グラ ミ ングス キルは現代では必要不

可欠である 。 本講義では、 変数や配列、 繰り 返し 文、 条件分岐、 関数など のプロ グラ ミ ングにおける 基礎的内容を学ぶと と も に、 実際にコ ード を書き 、 実行する こ と で、 命

令と 動作の対応関係を確認し ながら 講義を進めていく 。 さ ら に、 演習で具体的な課題を設け実際にプロ グラ ミ ングする こ と で理解を深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

Pyt honの基本的文法を理解し 、 条件分岐や繰り 返し 文など を用いた単純な処理を記述する こ と ができ る 。

NumPyの基本的使用法を理解し 、 基本的なデータ 処理や行列計算などができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

Pyt honの基礎的文法 ( 1) :  変数2

Pyt honの基礎的文法 ( 2) :  文字列3

Pyt honの基礎的文法 ( 3) :  標準入力4

Pyt honの基礎的文法 ( 4) :  制御構文 ( 1)  条件分岐5

Pyt honの基礎的文法 ( 5) :  制御構文 ( 2)  繰り 返し 文6

Pyt honの便利な仕組み ( 1) :  リ ス ト7

Pyt honの便利な仕組み ( 2) :  辞書型8

Pyt honの便利な仕組み ( 3) :  文字列操作9

Pyt honの便利な仕組み ( 4) :  関数10

NumPyの基礎 ( 1) :  ndar r ayの基礎11

NumPyの基礎 ( 2) :  ndar r ayの生成12

NumPyの基礎 ( 3) :  ndar r ayのメ ソ ッ ド13

NumPyの基礎 ( 4) :  naar r ayの操作関数14

NumPyの基礎 ( 5) :  naar r ayの数学関数15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各講義回の最後に演習課題を提示し ， 次の時間ま でに演習を行っておく

。 演習の時間は， コ ンピ ュ ータ への入力・ 実行と 結果の確認， 修正， 疑

問点や問題点の質問の時間と し ， 完成し たプロ グラ ムリ ス ト を提出する

。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ： 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習の準備をし ておく （ 30ｈ ： 学期合計）

教科書

実践力を身につける  Pyt honの教科書（ ク ジラ 飛行机著、 マイ ナビ出版）

参考書

数値シミ ュ レ ーショ ン入門者のためのNumPy&Sci Py数値計算 実装ハンド ブッ ク （ 松田康晴ら 著、 秀和シス テム）

講義中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習 100% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R612P038

ナン バリ ン グ

機械製図基礎( Basi cs of  Machi ne Dr awi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大津　 健史

E-mai l    oot su-t akehumi @oi t a-u. ac. j p   内線   8513

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

機械製図の基礎と 規格を理解し ， 設計する 機械シス テムを正確な図面にて表現でき る 基礎的な能力を習得する ． 授業では， 項目ごと に必要な講義を行い， その後， 手書き 製

図にて各種課題に取組む． ま た， ある 目的の機器設計に対し ， 機械要素を的確に選択し ， 設計・ 製図でき る よ う になる こ と も 目標と し ， 適宜， 演習を行う ． 各課題への取組

みの中で， 製図に関する 描画力・ 読図の技術を習得し ， 三次元空間・ 物体を二次元平面上に表現する 力を養う ．

目標1

目標2

目標3 ある 目的の機器設計に対し ， 機械要素を的確に選択し ， 設計・ 製図でき る よ う になる こ と ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○

○ ○

機械製図の規則， およ び必要な基礎的な技術を習得し ， それに従い各種図面を描ける よ う になる こ と ．

図面から 必要な情報を読み取れる よ う になる こ と ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， 製図の必要性1

点， 線， 文字， 尺度2

直線・ 平面の投影図3

立体の投影図4

各種投影法5

図形の表し 方6

断面図7

寸法記入法8

製図演習9

機械要素の製図法( ねじ )10

機械要素の製図法( 歯車他)11

寸法公差， 幾何公差， 表面粗さ12

応用設計課題( 部品図)13

応用演習課題( 組立図)14

3D-CAD演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学習に沿った演習に各自取組むこ と で， その内容について理解を深める

．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にテキス ト を読んでおく ． （ 1時間/回）準備

学修

事後

学修

課題を復習する ． （ 1時間/回）

教科書

林洋次， 機械製図入門， 実教出版( 2014)

参考書

川北和明ら ， JI S機械製図法第6版， 朝倉書店( 2012)

吉澤武男， 新編 Ｊ Ｉ Ｓ 機械製図 第4版， 森北出版( 2014)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

図面の提出( 演習課題) 100% ○ ○ ○

成績は図面の提出状況と 内容で評価する ．

製図は講義時間に出席し て自ら 演習する こ と が重要である ため， 欠席、 遅刻、 図面の提出遅れは厳し く 減点する ．

注意事項
製図道具を準備する こ と ．

※製図道具については入学時に購入し たも のはそれを持参する こ と ． 別途準備する も のは， 入学時に指示さ れたも のに準じ ていれば構わないが， 不明な場合は事前

備考
講義内容， 課題に関する 質問はいつでも 聞き に来てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:ootsu-takehumi@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

技術職員( 民間企業での実務経験を持つ)

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

設計製図に関する 専門的技術に関する 指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R612P039

ナン バリ ン グ

電気回路( El ect r i c Ci r cui t )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  池内　 秀隆

E-mai l    hi keuchi @oi t a-u. ac. j p   内線   7944

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

交流は長距離伝送に向いており 、 産業応用に重要な性質を持っている 。 本講義では、 交流回路の基本を学び、 電動機や変圧器の基礎理論と 三相交流回路に関する 諸理論を学

ぶ。 電動機やイ ンバータ など 交流回路の特性や応用についても 触れる 。

目標1

目標2

目標3 交流回路の周波数特性， 過渡現象について理解し ， 諸量を計算でき る 。

目標4 三相交流の特性を理解し ， 諸量を計算でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

交流回路の基本定理を用いて回路の諸量を計算でき る 。

電磁誘導， 変圧器， 発電機， イ ンバータ などについて原理を理解し ， 諸量を計算でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

交流回路網の解析1

交流回路網の諸定理2

電磁誘導結合回路3

変圧器結合回路4

交流回路の周波数特性5

直列共振と 並列共振6

対称多相交流と 対照三相交流7

非対称３ 相交流と 多相交流回路の電力8

対称座標法9

非正弦波交流回路10

２ 端子回路11

分布定数回路12

過渡現象13

回転磁界と モータ ー14

直流と 交流の変換15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習課題は， 講義終了後に提示し ， 演習問題は原則時間外に行う こ と と

する 。 演習の時間は， 問題の解説と 自己採点によ る 検討の時間と する こ

と で， 効率的に演習を実施でき る と と も に， 自身の理解の程度や問題点

を発見でき る よ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を事前に読んでおく （ 30h）準備

学修

事後

学修

演習課題と 復習を実施する （ 30h）

教科書

電気回路の基礎： 西巻正郎・ 森武昭・ 荒井俊彦著、 森北出版

参考書

続 電気回路の基礎： 西巻正郎・ 森武昭・ 荒井俊彦著、 森北出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

演習提出

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項
体調不良等， やむを得ず欠席する 場合は， 事後でも 良いので必ず連絡する こ と 。

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:hikeuchi@oita-u.ac.jp


R612P040

ナン バリ ン グ

電磁気学１ ( El ect r omagnet i cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  高　 炎輝

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気に関係し た学問分野の理論的基礎科目は， 電磁気学と 電気回路です。

こ の授業では， その中の電磁気学について学びま す。 都合上， 電磁気学１ （ 前期） と 電磁気学２ （ 後期） に分けて， 授業を進めま すが， 最終的に電磁気的現象を支配する 法

則性を理解し ， 高学年で履修する 電気的な応用分野の学習に役立てる こ と が目的です。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

電磁気的現象を支配する 法則性についての知識を持ち， その内容を理解する

電磁気的現象に関する 基本的な問題を解く こ と の出来る 技術を持つ

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， ベク ト ル解析（ 和・ 差・ 積， 積分・ 微分， ガウ ス の定理， ス ト ーク ス の定理）1

真空中の静電界（ ク ーロ ンの法則， 電界の定義， 点電荷によ る 電界）2

真空中の静電界（ ガウ ス の法則と その微分形の法則）3

真空中の静電界（ 電位）4

真空中の静電界（ ポアソ ンと ラ プラ ス の方程式， 電気力線， 等電位面）5

真空中の静電界（ 電界の計算法： 線状電荷によ る 電界）6

真空中の静電界（ 電界の計算法： 点対称な分布電荷によ る 電界）7

真空中の静電界（ 電界の計算法： 面対称な分布電荷によ る 電界）8

真空中の静電界（ 電気双極子によ る 電界）9

真空中の導体系（ 導体の性質， 静電誘導， 静電遮蔽）10

真空中の導体系（ 静電容量： 同軸円筒， 平行導線， 平行平板）11

真空中の導体系（ 境界値問題の解法： 一次元ポアソ ン方程式）12

真空中の導体系（ 一意性の定理， 境界値問題の解法[ 鏡像法]： 平面導体と 点電荷）13

真空中の導体系（ 境界値問題の解法[ 鏡像法] ： 導体球と 点電荷）14

電磁気学Ⅰで学習し た内容の復習と ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業終了前に， レ ポート 課題を出し ま す。 指定期日ま でに提出し てく だ

さ い。

予習・ 復習には， 下記の教科書・ 配付プリ ント ・ 参考書を活用し て下さ

い。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前読んでおく ( 1時間/回)準備

学修

事後

学修

課題を行う （ 2時間/回） ， 復習を行う （ １ 時間/回）

教科書

岡田龍雄・ 船木和夫著「 電磁気学」 朝倉書店。

参考書

小塚洋司著　 電気磁気学「 その物理像と 詳論」 　 森北社　

竹山説三著　 電磁気学現象理論　 丸善社　

よ り 詳細な説明がある ので， 自習（ 予習・ 復習） の際に電磁気学の全体の繋がり や関係を把握する のに助けと なり ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題レ ポート

55% ○

45% ○

注意事項
1.  出席（ 3分の2未満の出席は自動的に再履修） 。

2.  課題レ ポート （ 成績評価の45％） ： 次回の講義ま で提出する こ と ， 期間外の提出は0点になる 。

備考
3.  質問： 判ら ないこ と は， ( 1) 先ず問題点を整理する ， ( 2) 友達や教員に質問する 。

4.  定期試験（ 成績評価の55％） ： 期末試験１ 回のみ。 再試験は行わない。

リ ン ク
URL



R612P041

ナン バリ ン グ

制御工学基礎( Fundament al s of  cont r ol  engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  後藤　 雄治

E-mai l    got o-yuuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7795

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

制御工学は、 機械、 電気・ 通信、 数学、 情報、 コ ンピ ュ ータ など 広い分野にわたる 学問である 。 こ こ では、 古典制御理論を主軸と し 、 制御工学における 数学モデルの基礎的

知識の習得を目的と し ている 。

目標1

目標2

目標3 自発的な自己学習能力を養成する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○

制御工学における 数学モデルの基本的事項を理解し 、 問題解決能力を向上さ せる 。

種々の制御モデルの支配方程式を導き 出し 、 ラ プラ ス 変換・ 逆ラ プラ ス 変換を使用し て解を求める 計算力を身に付ける 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

制御系の数学・ 計算基礎1

数学モデルの誘導2

ス テッ プ関数と 計算法3

イ ンパルス 関数と 計算法4

ラ プラ ス 変換の計算基礎5

ラ プラ ス 変換の応用計算6

逆ラ プラ ス 変換の計算法7

逆ラ プラ ス 変換を使用し た運動方程式の解法8

制御系の基礎要素9

制御系の伝達関数10

ブロ ッ ク 線図の等価変換11

制御系の時間応答12

フ ィ ード バッ ク 制御系の応答13

周波数応答と 周波数伝達関数14

総合演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に学生自身に黒板で問題を解いても ら う 事や、 ラ ンダムで小テス

ト 等を実施し て習得度合いを学生個人に認識し ても ら う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報収集を行い、 予習をする 。 ( 30h: 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習問題や小テス ト を活用し 復習する 。 ( 30h: 学期合計）

教科書

「 基礎制御工学」  森正弘　 他　 東京電機大学出版

参考書

「 基礎制御工学」 小林伸明　 共立出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

出席

定期テス ト

10% ○

10% ○

80% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:goto-yuuji@oita-u.ac.jp


R612P042

ナン バリ ン グ

材料力学応用( Advanced St r engt h of  Mat er i al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大津　 健史

E-mai l    oot su-t akehumi @oi t a-u. ac. j p   内線   8513

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業では， 各種条件における はり のたわみについて学び， 演習課題等を通し てその計算法の理解を深める ． ま た， 複雑なはり の問題と し て， はり の曲げの不静定問題等の

各種問題についても 学ぶ． さ ら に， ひずみエネルギーと カス ティ リ アーノ の定理を学習し ， 引張り ・ 圧縮における 変位， 曲げのたわみなどの問題へ応用する ． その他， 組合

せ応力， 柱の座屈についても 学習する ．

目標1

目標2

目標3 ひずみエネルギーと カス ティ リ アーノ の定理を理解し ， 各種問題へ応用でき る ．

目標4 組合せ応力や座屈について理解する ．

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

はり に作用する 曲げ応力を理解する ．

はり のたわみの計算方法を理解し ， 問題へ応用でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

はり の曲げ応力1

はり の曲げによ る たわみ( 微分方程式)2

はり の曲げによ る たわみ( 微分方程式の解法)3

はり の曲げによ る たわみ( 重ね合わせの方法)4

複雑なはり の問題( 不静定問題)5

複雑なはり の問題( 不静定問題の演習)6

ひずみエネルギー( 引張・ 圧縮， 衝撃荷重)7

ひずみエネルギー( 曲げ， ねじ り )8

カス ティ リ アーノ の定理9

カス ティ リ アーノ の定理( 引張・ 圧縮の問題)10

カス ティ リ アーノ の定理( 曲げの問題)11

曲がり はり の問題12

組合せ応力13

座屈14

オイ ラ ーの座屈荷重15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に課題を与え， 各自で問題を解いても ら う こ と で問題解決能力を

高める ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく ． （ 2時間/回）準備

学修

事後

学修

課題を復習する ． （ 2時間/回）

教科書

野田・ 小田・ 高木， 演習問題で学ぶ 材料の力学， コ ロ ナ社( 2022)

参考書

村上， 材料力学， 森北出版( 2014)

寺崎， 演習形式 材料力学入門， 共立出版( 1992)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

授業毎に提出さ せる 課題

90% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:ootsu-takehumi@oita-u.ac.jp


R612P043

ナン バリ ン グ

機械工学実験( Exper i ment s of  Mechani cal  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大津　 健史

E-mai l       内線   8513

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な機械を製造する ための基礎と なる 機械加工や生産技術について， 各種実習を通し て学び， その理解を深める ． 実習では， 工作工場に設置さ れている 工作機械を利用し

， 各種テーマに取り 組む． こ の実習によ り ， こ れま での講義で学んだ機械工学に関する 知識を応用する と と も に， 今後， も のづく り の現場に携わる 際のエンジニアと し ての

技術力を養う ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

機械加工・ 生産技術を学び， も のづく り に必要な技術を修得する こ と ．

工作機械を操作し ， 簡単な機械要素を加工製作でき る こ と ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， およ び安全教育1

溶接の実習( 溶接の基礎)2

溶接の実習( 演習課題)3

旋盤加工の実習( 加工法の基礎)4

旋盤加工の実習( 演習課題)5

フ ラ イ ス 加工の実習( 加工法の基礎)6

フ ラ イ ス 加工の実習( 演習課題)7

ボール盤・ 手仕上げの実習( 加工法の基礎)8

ボール盤・ 手仕上げの実習( 演習課題)9

メ カト ロ ニク ス 関連プロ グラ ム( 基礎)10

メ カト ロ ニク ス 関連プロ グラ ム( 演習課題)11

測定実習( 測定の基礎)12

測定実習( 演習課題)13

CAD・ CAM( 基礎)14

CAD・ CAM( 演習課題)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実技を通じ て指導を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に安全の手引き ， 資料等を確認し ておく ． （ 1時間/回）準備

学修

事後

学修

内容の復習等を行い， レ ポート を作成する ． （ 3時間/回）

教科書

なし ． 実習時に必要に応じ てプリ ント を配布する ．

参考書

入学時に配布し た「 安全の手引き 」 と 機械工作関連の書籍など ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ・ 作品 100% ○ ○

各テーマごと にレ ポート を提出． その内容と 各自が実習で作成し た作品を評価の対象と する ． 従って， 欠席は評価に直結する ．

注意事項
安全には最大限の注意を払う こ と ． 冊子「 安全の手引き 」 を熟読し ておく こ と ． ま た， 実習開始前ま でに作業服を購入し ， 実習時にはそれを着用する こ と ． 安全上

の問題から 作業着以外の受講は認めら れない．

備考

リ ン ク
URL



○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

技術職員( 民間企業での実務経験を持つ)

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実習内容に関する 専門的技術に関する 指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R612P044

ナン バリ ン グ

電子回路( El ect r oni c Ci r cui t s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
2年

氏名  上見　 憲弘

E-mai l    uemi @oi t a-u. ac. j p   内線   7301

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電子回路１ では、 主にバイ ポーラ 型ト ラ ンジス タ の動作原理・ 特性・ 小信号等価回路について説明し たのち、 こ れを用いたバイ アス 回路や基本増幅回路の解析・ 設計方法に

ついて学ぶ。 ま た、 負帰還増幅と OPアンプについても 学ぶ。

目標1

目標2

目標3 増幅回路や直流バイ アス について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ダイ オード およ びト ラ ンジス タ 、 Ｆ Ｅ Ｔ 、 OPアンプのし く みと 基本動作を説明でき る

ト ラ ンジス タ 、 Ｆ Ｅ Ｔ を利用し た回路の基本設計が説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

電子回路を学ぶための電気回路基礎（ １ ） 電圧源と 電流源、 キルヒ ホッ フ の法則1

電子回路を学ぶための電気回路基礎（ ２ ） テブナンの定理と ノ ート ンの定理2

電子回路を学ぶための電気回路基礎（ ３ ） 重ね合わせの理3

半導体の特性と ダイ オード の働き4

ダイ オード を用いた回路： 整流回路など5

ト ラ ンジス タ と その静特性6

ト ラ ンジス タ 回路の種類： 接地方式7

ト ラ ンジス タ の小信号増幅回路： ｈ パラ メ ータ について8

ト ラ ンジス タ のバイ アス 回路9

ト ラ ンジス タ を用いた増幅回路の解析（ １ ） 入力， 出力イ ンピ ーダンス10

ト ラ ンジス タ を用いた増幅回路の解析（ ２ ） 電圧増幅度、 電流増幅度11

ト ラ ンジス タ を用いた増幅回路の解析（ ３ ） 周波数特性， Ｃ Ｒ 結合回路12

ト ラ ンジス タ を用いた各種回路13

電界効果ト ラ ンジス タ （ Ｆ Ｅ Ｔ ） と その等価回路14

OPアンプと その応用回路15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 基本事項確認のための授業内での演習問題の実施

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当範囲と Moodl eに挙げた講義資料を予習し 、 前出内容と の関連する 内容について確認する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容の確認と 整理、 レ ポート 課題等の演習問題を解く ( 30h） 。

教科書

二宮保, 小浜輝彦・ 学びやすいアナロ グ電子回路第2版・ 森北出版， 2021, 978-4627712027

参考書

岩田聡編・ 新イ ンタ ーユニバーシティ 電子回路・ オーム社， 2008， 978-4274206337

藤原修編著・ 電子回路A・ オーム社， 1996， 978-4274130731

雨宮好文・ 基礎電子回路演習・ オーム社， 1989， 978-4274032547

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート 課題

95% ○ ○ ○

5% ○ ○ ○

注意事項
電気回路の基礎（ 交流理論・ キルヒ ホッ フの法則・ テブナンの定理など ） の理解が十分でない場合、 講義についていけなく なる 可能性が大き いので十分注意し 、 復

習を自主的に行う こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:uemi@oita-u.ac.jp


R612P045

ナン バリ ン グ

電磁気学２ ( El ect r omagnet i cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  高　 炎輝

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気に関係し た学問分野の理論的基礎科目は， 電磁気学と 電気回路です。

こ の授業では， その中の電磁気学について学びま す。 都合上， 電磁気学１ （ 前期） と 電磁気学２ （ 後期） に分けて， 授業を進めま すが， 最終的に電磁気的現象を支配する 法

則性を理解し ， 高学年で履修する 電気的な応用分野の学習に役立てる こ と が目的です。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

電磁気的現象を支配する 法則性についての知識を持ち， その内容を理解する

電磁気的現象に関する 基本的な問題を解く こ と の出来る 技術を持つ

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， 電磁気学Ⅰ期末試験問題の解答， 解説1

誘電体（ 電束密度， 誘電分極）2

誘電体境界における 境界条件， 静電エネルギー3

静電エネルギー密度と 静電力（ ト ムソ ンの定理， 仮想変位の原理によ る 力の計算）4

誘電体がある 系の静電エネルギーと 誘電体境界における 力の計算5

定常電流界（ 電流の定義， オームの法則， 連続の式， 定常電流界， キルヒ ホフ の法則， 電気抵抗の計算）6

定常電流によ る 磁界（ ビオ・ サバールの法則， アンペアの周回積分の法則と 微分形の法則）7

定常電流によ る 磁界（ 簡単な電流分布によ る 磁界： 直線電流， 円柱導体， 同軸円柱導体）8

定常電流によ る 磁界（ 簡単な電流分布によ る 磁界： 平面電流， 円形コ イ ル， 無限長ソ レ ノ イ ド ）9

定常電流によ る 磁界（ ベク ト ルポテンシャ ル， ク ーロ ンゲージ）10

イ ンダク タ ンス ， 磁性体（ 物質の磁化， 磁化ベク ト ル， 微小ループ電流によ る 磁界， 磁気双極子モーメ ント ， 磁化電流）11

磁性体（ 磁性体中の基本方程式， 境界条件， 磁性体の磁化機構， B-H曲線， 磁気回路）12

電磁誘導（ 電磁誘導の法則： 静止系と 回路の運動， 電磁誘導起電力の計算）13

磁界のエネルギー（ イ ンダク タ ンス 中の磁界のエネルギー， エネルギー密度， 磁気力， ロ ーレ ンツ 力）14

マク ス ウ ェ ル方程式（ マク ス ウ ェ ル方程式と 変位電流， 早い変化に対応でき る 電磁界法則）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業終了前に， レ ポート 課題を出し ま す。 指定期日ま でに提出し てく だ

さ い。

予習・ 復習には， 下記の教科書・ 配付プリ ント ・ 参考書を活用し て下さ

い。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前読んでおく ( 10ｈ )準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する ( 10ｈ )

教科書

岡田龍雄・ 船木和夫著「 電磁気学」 朝倉書店。

参考書

小塚洋司著　 電気磁気学「 その物理像と 詳論」 　 森北社　

竹山説三著　 電磁気学現象理論　 丸善社　

よ り 詳細な説明がある ので， 自習（ 予習・ 復習） の際に電磁気学の全体の繋がり や関係を把握する のに助けと なり ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題レ ポート

55% ○

45% ○

注意事項
1.  出席（ 3分の2未満の出席は自動的に再履修） 。

2.  課題レ ポート （ 成績評価の45％） 。 指定期日ま でに提出する こ と 。

備考
3.  質問： 判ら ないこ と は， ( 1) 先ず問題点を整理する ， ( 2) 友達や教員に質問する 。

4.  定期試験（ 成績評価の55％） ： 期末試験１ 回のみ。 再試験は行わない。

リ ン ク
URL



R612P046

ナン バリ ン グ

制御工学( Cont r ol  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  池内　 秀隆

E-mai l    hi keuchi @oi t a-u. ac. j p   内線   7944

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

機械の運転･制御の技術の中に電子･情報の技術が取り 入れら れ、 高速・ 高精度・ 新機能の特性が実現さ れる 。 機械の知能化やヒ ュ ーマンフレ ンド リ ー化にはなく てはなら な

い概念である 。 本授業では、 メ カト ロ ニク ス 系の自動制御について周波数領域に焦点を当て， フ ィ ード バッ ク 制御の解析と 設計について解説する 。

目標1

目標2

目標3 フ ィ ード バッ ク 制御系の特性と 安定判別を理解する こ と 。

目標4 制御系の設計法を理解する こ と 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

制御工学の概念を理解する こ と 。

周波数領域における 制御系の表現と 基本要素の特性を理解する こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

制御と は1

シス テムの数学モデル2

伝達関数と ブロ ッ ク 線図3

動的シス テムの応答4

シス テムの応答特性5

２ 次遅れ系の応答6

極と 安定性7

制御系の構成と その安定性8

PI D制御9

フ ィ ード バッ ク 制御系の定常特性10

周波数応答の解析11

ボード 線図の特性と 周波数伝達関数12

ナイ キス ト の安定判別法13

ループ整形法によ る フ ィ ード バッ ク 制御系の設計14

授業のま と めと 現代制御工学への展開15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習課題は， 講義終了後に提示し ， 演習問題は原則時間外に行う こ と と

する 。 演習の時間は， 問題の解説と 自己採点によ る 検討の時間と する こ

と で， 効率的に演習を実施でき る と と も に， 自身の理解の程度や問題点

を発見でき る よ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ： 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習を行い， 復習する （ 30ｈ ： 学期合計）

教科書

はじ めての制御工学： 佐藤和也他著、 講談社

参考書

第2版 初めて学ぶ 基礎 制御工学： 森政弘・ 小川鑛一著， 東京電機大学出版局

メ カト ロ ニク ス の基礎： 有本卓他著、 昭晃堂

ーボ設計論： 富成襄他著、 コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

演習提出

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:hikeuchi@oita-u.ac.jp


R612P047

ナン バリ ン グ

バイ オメ カ ニズム( Bi omechani sms)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  菊池　 武士

E-mai l    t -ki kuchi    内線   7771

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

バイ オエンジニアリ ングは生体を知り ， 利用し ， 支援する ための工学分野の総称であり ， 広い学問分野を含んでいる ． 本講義では， 生体関連機器（ 診断， 治療， 福祉機器等

） を設計， 開発する ために知っておく べき バイ オエンジニアリ ング関連のト ピ ッ ク ス に関し て概説し ， 同時にそれら の内容が他の講義（ 数学， 材料力学， 流体力学， 電気・

電子工学， 制御工学等） と ど のよ う に関連する かについて議論する ． １ ～３ 名一組のグループワ ーク を実施し ， 各グループで独自に設定し たテーマに基づいて調査し ， レ ポ

ート の提出と 授業内でのプレ ゼンテーショ ンを実施する ．

目標1

目標2

目標3 身体機能の計測（ 計測工学関連， 電気・ 電子工学関連） に関し て， 計測・ 電気工学と の関連性を論理的に説明でき る よ う になる ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

バイ オメ カニク ス （ 材料力学関連， 流体力学関連） に関し て， 機械工学と の関連性を論理的に説明でき る よ う になる ．

身体の運動制御（ 運動学関連， 制御工学関連） に関し て， 制御工学と の関連性を論理的に説明でき る よ う になる ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン，  「 レ ポート の書き 方， 論文の調査方法」1

「 人体の動き と 重さ 」  ， ＜レ ポート テーマ１ の開示＞2

レ ポート １ の中間報告（ 全員）3

相談日4

第１ 回プレ ゼン（ 優秀レ ポート ）5

「 統計学の導入」  ，  ＜レ ポート テーマ２ の開示＞　6

「 生体の力学系と 制御系」7

レ ポート ２ の中間報告 （ 全員）8

相談日9

第２ 回プレ ゼン（ 優秀レ ポート ）10

「 感覚・ 心理・ 脳」  ，  ＜レ ポート テーマ３ の開示＞11

レ ポート ３ の中間報告 （ 全員）12

相談日13

第３ 回プレ ゼン（ 全員， 前半）14

第３ 回プレ ゼン（ 全員， 後半）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義内容を踏ま え， 学生が自ら 設定し たテーマに基づき プレ ゼンテーシ

ョ ンを実施する ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 1時間/回）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 3時間/回）

教科書

使用し ない． 資料はMoodl eに掲載する ．

参考書

D.  Gordon E.  Rober t sonら 著， 阿江通良ら 訳， 身体運動のバイ オメ カニク ス 研究法， 大修館書店

牧川方昭， 吉田正樹， 運動のバイ オメ カニク ス  ， コ ロ ナ社

赤澤堅造， 生体情報工学， 東京電機大学出版局

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

プレ ゼンテーショ ン

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
自身のPCを持参する こ と ． 諸事情によ り 欠席する 場合は欠席届を提出する こ と ．

備考

リ ン ク
URL



R612P048

ナン バリ ン グ

数値解析基礎( Basi c Numer i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  加藤　 秀行

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

自然科学、 工学等の問題の大部分は解析的に解く こ と ができ ず、 それ故に数値解析的に問題を考える 必要がある 。 本科目では、 コ ンピ ュ ータ を伴う 数値解析を実行する 際の

数値の表現方法や処理方法を説明する 。 ま た、 電気系への具体的な問題を念頭に、 基礎的な数値アルゴリ ズムを学習する 。

目標1

目標2

目標3 計算機を用いてアルゴリ ズムを運用でき る 。

目標4 電気回路系に数値解析手法を適用でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

計算機の数値表現と 誤差を説明でき る 。

アルゴリ ズムを説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

なぜ数値解析が必要なのか?1

浮動小数点2

誤差3

非線形方程式（ １ ） ［ アルゴリ ズム］4

非線形方程式（ ２ ） ［ 計算機を用いた具体的な計算］5

連立一次方程式（ １ ） ［ ガウ ス の消去法、  LU分解法］6

連立一次方程式（ ２ ） ［ ヤコ ビ法、 ガウ ス ・ ザイ デル法］7

連立一次方程式（ ３ ） ［ 計算機を用いた具体的な計算］8

数値積分（ １ ） ［ 台形公式、 シンプソ ン公式］9

数値積分（ ２ ） ［ 計算機を用いた具体的な計算］10

常微分方程式（ １ ） ［ オイ ラ ー法］11

常微分方程式（ ２ ） ［ ルンゲ・ ク ッ タ 法］12

常微分方程式（ ３ ） ［ 計算機を用いた具体的な計算］13

電気回路と 数値解析（ １ ） ［ 交流回路］14

電気回路と 数値解析（ ２ ） ［ 過渡現象］15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小分野毎に演習を行い、 理解度の深化を促す。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学1年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 7h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容を復習（ 5h） 。 プロ グラ ミ ング演習（ 25h） 。

教科書

技術者のための高等数学： 数値解析： Ｅ .  ク ラ イ ツ ィ グ,  田村義保訳： 培風館

参考書

数値計算の常識：  伊理 正夫、  藤野 和建： 共立出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習課題

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

演習課題（ 50%） 、 期末試験（ 50%） で評価する 。 なお， 演習課題が1つでも 未提出の場合には、 評価の対象と なら ない。

注意事項
詳細な説明を、 第1回目の講義で説明し ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R613P049

ナン バリ ン グ

機器設計工学( Machi ne Desi gn)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大津　 健史

E-mai l    oot su-t akehumi @oi t a-u. ac. j p   内線   8513

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業では機械設計の基礎について学び， 各種機械要素の設計方法を習得する ． 機械設計の基礎では， 材料選択や静的・ 動的条件での強度計算， はめあいや表面粗さ につい

て学ぶ． ま た， 機械要素の設計と し て， ねじ 締結， 軸・ 軸継手， 軸受， 歯車の各種設計法を理解し ， 具体的な設計問題を通し て， その応用力を養う ．

目標1

目標2

目標3 ねじ 締結， 軸・ 軸継手， 軸受， 歯車の設計方法を理解する ．

目標4 設計問題を通し て， 機械設計の基礎を応用でき る ．

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

材料選択・ 強度計算の基礎を理解し ， 設計問題へ応用でき る ．

はめあいや表面粗さ について理解する ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

機械と 設計1

強度計算の基礎2

疲労強度3

はめあいと 表面粗さ4

ねじ 締結5

ねじ の強度計算6

軸の強度計算7

キーの強度計算8

軸継手の設計9

軸受の基礎10

すべり 軸受の設計11

転がり 軸受の設計12

歯車の基礎13

歯車の強度計算( 曲げ強さ )14

歯車の強度計算( 面圧強さ )15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に課題を与え， 各自で問題を解いても ら う こ と で問題解決能力を

高める ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にテキス ト を読んでおく ． （ 2時間/回）準備

学修

事後

学修

課題を復習する ． （ 2時間/回）

教科書

柳田・ 兼重・ 西村， 専門基礎ラ イ ブラ リ ー 機械設計， 実教出版( 2017)

参考書

兼田・ 山本， 基礎機械設計工学， 理工学社( 2009)

稲田・ 川喜田・ 本荘， 改定新版機械設計法， 朝倉書店( 1983)

茶谷・ 新宅・ 放生・ 喜成・ 立矢， 基礎から わかる 機械設計学， 森北出版( 2003)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

授業毎に提出さ せる 課題

90% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:ootsu-takehumi@oita-u.ac.jp


R612P050

ナン バリ ン グ

機構力学( Machi ne Mechani sms)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  菊池　 武士

E-mai l    t -ki kuchi @oi t a-u. ac. j p   内線   7771

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

機構力学は機構学を学ぶ上で必要な対偶， 自由度等の語句の解説から 始め， 瞬間中心の概念と ベルト ルを使った速度， 加速度， 力の計算法について解説し ， ねじ ， リ ンク 機

構， カム， ベルト ， ブレ －キ等の摩擦制御機構， 歯車の機構学的取り 扱いについて講義する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

機構力学は機構学を学ぶ上で必要な対偶， 自由度等の語句の意味を理解さ せ， 瞬間中心の概念と ベルト ルを使った速度， 加速度

ねじ ， リ ンク 機構， カム， ベルト ， ブレ －キ等の摩擦制御機構， 歯車など の機構力学的計算法を身につける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

対偶， 自由度等， 機構学を学ぶ上での基本的語句について学習する ．1

機構の自由度についての計算法を具体例を通し て詳し く 説明する ．2

瞬間中心の概念と それを利用し た速度の計算法について学習する ．3

ベク ト ルを利用し た回転座標系と 回転マト リ ク ス について学習する ．4

パラ メ －タ 表示さ れたベク ト ルの速度， 加速度の計算法について学習する ．5

平面機構の速度， 角速度の計算法について学習する ．6

仮想仕事の原理について具体例を通し て学習する ．7

仮想仕事の原理についてさ ら に学び， 後半は４ リ ンク 機構について学習する ．8

ねじ ジャ ッ キと 揺動ス ラ イ ダリ ンク 機構について学習する ．9

拘束条件のある 揺動ス ラ イ ダ－機構の解析法について学習する ．10

偏心円板カムの機構解析について学習する ．11

ベルト 摩擦の原理と 応用について学習する ．12

摩擦を利用し たク ラ ッ チやブレ －キ機構について学習する ．13

遊星歯車機構の各歯車の回転速度の計算法について学習する ．14

演習問題を解かせる こ と で， 機構力学全般についての知識を整理する ．15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に課題を与え， 各自で問題を解いても ら う こ と で問題解決能力を

高める ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 1時間/回）準備

学修

事後

学修

課題を行い（ 2時間/回） ， 復習を行う （ 1時間/回）

教科書

資料を配付する

参考書

岩本太郎　 著　 　 機構学、 森北出版

工学のための力学 上巻， 下巻　 F. P. ベア－／E. R. ジョ ンス ト ン 著 ブレ イ ン図書出版

三次元機構学　 牧野洋　 著　 日刊工業新聞社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

期末試験

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
毎回計算問題を解く ため， 必ず電卓を持参する こ と ． 出席率が６ ０ ％未満の者は再履修と する ．

備考

リ ン ク
URL

mailto:t-kikuchi@oita-u.ac.jp


R612P051

ナン バリ ン グ

電気電子工学実験( El ect r i cal  and El ect r oni c Exper i ment s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  上見　 憲弘・ 後藤　 雄治・ 高　 炎輝・ 池内　 秀隆

E-mai l    uemi @oi t a-u. ac. j p   内線   7301

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本実験では， 学生自ら 実験を行い， グループでの討論およ びレ ポート 制作を通じ て， メ カト ロ ニク ス ， バイ オロ ボティ ク ス の基礎と なる 電気・ 電子計測について理解する 。

ま た， 電気・ 電子回路の基礎実験などを通じ て， 実験の方法， レ ポート 作成方法など を理解する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

適切なレ ポート を作成でき る 。

電気・ 電子回路の基本事項について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ： 実験を行う 上での基礎知識、 レ ポート の書き 方、 測定データ の取扱について1

電圧計・ 電流計によ る 抵抗の測定と 誤差2

キルヒ ホッ フ の法則3

オシロ ス コ ープの使い方4

RC/RL交流回路5

太陽電池の特性測定　6

ダイ オード 回路： ダイ オード の特性測定と 基本回路7

ト ラ ンジス タ /FETの静特性： コ レ ク タ 電流， ベース 電流， 電流増幅率の測定8

OPアンプ回路１ ： ボルテージホロ ワ ， 反転増幅器， 非反転増幅器9

OPアンプ回路２ ： 周波数特性10

渦電流を使用し た材料評価： イ ンピ ーダンス 測定11

センサ回路と マイ コ ンによ る 制御12

電子ブロ ッ ク 等によ る 回路製作１ ： 基礎回路の製作と 測定13

電子ブロ ッ ク 等によ る 回路製作２ ： 応用回路の製作と 測定14

全体を通じ ての総合講評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 提出時に口頭試問を実施する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験の内容と その基礎事項についてま と める 。 ま た， 手順と 方法を確認する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

レ ポート をま と める ( 45h) 。

教科書

実験の手引き を配布する 。

参考書

実験の手引き に記載。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 100% ○ ○

注意事項
設定さ れた実験を１ つでも 行わない場合は再履修と する 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:uemi@oita-u.ac.jp


R612P052

ナン バリ ン グ

電気機器１ ( El ect r i cal  Machi ne 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  後藤　 雄治

E-mai l    got o-yuuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7795

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気は極めて自由に変換し う る エネルギー媒体であり 、 特に機械エネルギーと 電気エネルギーと の変換は重要な役割を果たし ている 。 その変換には電磁エネルギー変換が主

体をなし 、 こ の電磁機器の基本特性を学習する 。

目標1

目標2

目標3 自発的な自己学習能力を養成する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

直流電動機およ び発電機の原理と 構造について理解し 、 等価回路を描き 、 電圧、 電流などの計算ができ る 。

単相およ び三相変圧器の原理と 構造について理解し 、 等価回路を描き 、 電圧、 電流など の計算ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

電気機器の基本特性と 適用事例1

直流電動機の動作原理と 基本構造2

直流電動機のト ルク 計算3

直流電動機の始動制御4

直流電動機の速度制御5

直流発電機の動作原理と 基本構造6

直流発電機の起電力計算7

直流機の積層鉄心構造と 電機子巻線法8

直流機の電機子反作用9

単相変圧器の動作原理と 基本構造10

単相変圧器の特性、 結線法11

単相変圧器の等価回路と 計算法12

三相変圧器の動作原理と 基本構造13

三相変圧器の特徴と 結線法14

総合演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に学生自身に黒板で問題を解いても ら う 事や、 ラ ンダムで小テス

ト 等を実施し て習得度合いを学生個人に認識し ても ら う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報収集を行い、 予習する 。 ( 30h: 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習問題や小テス ト を活用し 、 復習する 。 ( 30h: 学期合計）

教科書

電気機器( I ) ： 野中作太郎著： 森北出版

参考書

電気機器工学： 前田勉、 新谷邦弘　 共著： コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

最終課題

60% ○

40% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:goto-yuuji@oita-u.ac.jp


R612P053

ナン バリ ン グ

計測工学( I nst r ument at i on Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  上見　 憲弘

E-mai l    uemi @oi t a-u. ac. j p   内線   7301

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

工学の分野において、 正確なテータ を収集し 、 そのデータ ーの特徴を抽出する 技術は欠く こ と はでき ないも のである 。 新し い技術や理論も 正確な計測があって、 初めてその

形が見えてく る 。 本講義では工学分野における 計測の基礎と し て、 単位、 誤差の扱い方、 測定量の関係を道き 出す方法を学ぶ。 そし て、 電圧・ 電流の測定と 問題点、 センサ

と コ ンピ ュ ータ を利用し た計測シス テムの基礎について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

国際単位系、 測定値から 真の値に近づく 方法、 測定値の特徴を捉える 方法を説明でき る 。

電圧・ 電流の測定法と 問題点、 雑音、 センサ、 コ ンピ ュ ータ を利用し た計測シス テムの基礎について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス 　 ー計測と は何か1

単位と 標準　 ―国際単位系について、 校正と ト レ ーサビリ ティ2

直接測定と 間接測定、 偏位法と 零位法　 （ 可動コ イ ル計器， 天秤の説明）3

測定手法と 統計処理（ 1） 誤差と 有効数字4

測定手法と 統計処理（ 2） 誤差と 不確かさ5

測定手法と 統計処理（ 3） 正規分布と 標準偏差6

最小二乗法によ る 近似関数7

雑音と S/N比（ デシベル）8

計測シス テム（ 1） 演算増幅器と フ ィ ルタ9

計測シス テム（ 2） A/D変換器と 標本化定理10

電圧・ 電流測定における 内部抵抗と 負荷の影響11

電圧・ 電流測定法、 電圧型・ 電流型センサ12

抵抗・ イ ンピ ーダンス 測定と ホイ ート ス ト ンブリ ッ ジ13

抵抗・ キャ パシタ ンス 型センサ、 他の電気関連量の測定法14

オシロ ス コ ープによ る 測定15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 基本事項確認のための授業内での演習問題の実施

・ センサ・ 装置等がある 場合は授業に持ち込んで， 実際に動作さ せる

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当範囲を予習し 、 前出内容と の関連する 内容について確認する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容の確認と 整理、 課題等の演習問題を解く ( 30h) 。

教科書

松本佳宣・ ディ ジタ ル時代の電気電子計測基礎・ コ ロ ナ社， 2020， I SBN978-4-339-00930-9

参考書

石井明・ メ カト ロ ニク ス 計測の基礎・ コ ロ ナ社， 2020， I SBN978-4-339-04510-9

岩崎俊・ 電磁気計測・ コ ロ ナ社， 2002， I SBN978-4-339-01828-8

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験 100% ○ ○

注意事項
・ 電気回路Ⅰ、 数学の確率・ 統計の分野に関係がある のでし っかり と 復習し ておく こ と

・ 授業を欠席し た場合には必ずノ ート をみせても ら い内容の理解に勤める こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:uemi@oita-u.ac.jp


R612P054

ナン バリ ン グ

ロボッ ト 工学( Robot i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  菊池　 武士

E-mai l    t -ki kuchi    内線   7771

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ロ ボッ ト はメ カト ロ ニク ス の代表的な例と し て取り 上げら れる が， 多自由度の運動を記述し ， 制御する 必要がある ために幾つかの独特な解析方法が使われる ．

本講義では， 多自由度マニピ ュ レ ータ の運動学， 動力学を中心と し て， その数学的記述方法と 制御方法について触れる ． ま たロ ボッ ト 制御の構成要素と し て， 具体的なセン

サ， アク チュ エータ 等にも 触れ， 実際のロ ボッ ト がど のよ う に構成さ れ， 制御さ れている のかを解説する ．

目標1

目標2

目標3 必要なセンサ， アク チュ エータ の選定ができ る ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

ロ ボッ ト の順・ 逆運動学， 動力学の意味と 具体的な解析方法を論理的に説明でき る ．

目的に適し たロ ボッ ト の構成を提案でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

ロ ボッ ト の構成要素2

移動する ロ ボッ ト （ 移動様式と 原理の概要）3

移動する ロ ボッ ト （ 歩容の記述方式）4

移動する ロ ボッ ト （ 安定性と Ｚ ＭＰ ）5

作業する ロ ボッ ト （ 平面マニピ ュ レ ータ の運動学）6

作業する ロ ボッ ト （ 平面マニピ ュ レ ータ の動力学）7

作業する ロ ボッ ト （ 座標変換）8

作業する ロ ボッ ト （ 空間マニピ ュ レ ータ の運動学）9

作業する ロ ボッ ト （ マニピュ レ ータ の制御）10

ロ ボッ ト を計測する （ センサの原理）11

ロ ボッ ト を計測する （ センサの利用方法）12

ロ ボッ ト を計測する （ センサの利用方法）13

ロ ボッ ト を制御する （ コ ント ロ ーラ ， イ ンタ フ ェ ース ）14

ロ ボッ ト を制御する （ Ｐ Ｉ Ｄ 制御， 軌道計画）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義内容を踏ま え， 学生が自ら ロ ボッ ト の簡易設計やコ ンピ ュ ータ 言語

によ る シミ ュ レ ータ 開発を行う ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Moodl e上の資料を事前に読んでおく ． （ 0. 5時間/回）準備

学修

事後

学修

与えら れたテーマについて設計・ プレ ゼン準備を行う ． （ 3. 5時間/回）

教科書

日本機械学会編， Robot i cs　 ロ ボティ ク ス ,  丸善

追加資料はMoodl eに掲載する ．

参考書

吉川恒夫， ロ ボッ ト 制御基礎論， コ ロ ナ社

広瀬茂男， ロ ボッ ト 工学， 裳華房

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小レ ポート

中間プレ ゼン

最終レ ポート

25% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
諸事情によ り 欠席する 場合は欠席届を提出する こ と ．

一部の回でPCを使用する ので， その際には持参する こ と ．

備考

リ ン ク
URL



R613P055

ナン バリ ン グ

運動計測法( Measur ement  and Anal ysi s of  Human Movement )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小池　 貴行／岡内　 優明（ 非常勤）

E-mai l    t -koi ke@oi t a-u. ac. j p／okauchi @oi t a-u. ac. j p    内線   7720（ 小池）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では身体運動を計測し 、 データ 分析手法を実践し ながら 学ぶこ と で、 身体運動研究の実際を学ぶ。

【 前半】 力の分析と し て， 物体挙上時や身体を別方向に移動さ せる 時に身体が発揮する 力を計測し 、 その後パワ ーや力積、 さ ら に力から 速度と 変位が算出でき る 分析方法を

学ぶ。

【 後半】 映像によ る 動作の分析である ． 垂直跳び動作を映像で撮影し た後、 身体の特徴点である 関節座標を映像から 追跡し て読み取り 、 身体重心の座標から 跳躍高や跳躍速

度を求める 分析や全身の運動量や角運動量など 力学的分析を行う 。 それら 分析手法を基に腕振り 等の跳躍技術を変えた場合のそれら 跳躍の成果の変化について分析する 。

目標1

目標2

目標3 解析の過程での計算処理について理解する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

センサー信号のAD変換、 映像から のデジタ イ ズについて理解する 。

フ ィ ルタ リ ング、 キャ リ ブレ ーショ ンについて理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生体運動の計測法についてのガイ ダンス1

測定器の使い方， 数理処理ソ フ ト （ Pyt hon,  Mat l ab,  Mat hemat i ca等） の使い方，2

A/D変換器と ジャ イ ロ ス コ ープ     歪みゲージを用いた床反力計， 電気信号， サンプリ ングタ イ ムと 分解能，3

実験計画＆実験の練習、 イ ンフ ォ ームド コ ンセント を含む4

データ フ ァ イ ルの数理処理ソ フ ト （ Pyt hon,  Mat l ab,  Mat hemat i ca等） への読み込み， データ のフ ァ イ ルへの出力5

較正係数の求め方， 実測値の計算， 力から 加速度， 速度， 変位を得る ための計算方法6

速度， 変位の数値積分方法の理解と フィ ルタ リ ング（ 平滑化） ， 最大跳躍高の推定， 最大パワ ーの推定7

画像によ る 分析方法， 実験の手順8

垂直跳び， 立ち幅跳び等， 身体運動の実験と その撮影方法の実施9

画像データ フ ァ イ ルの読み込み、 mpegやAVI フ ァ イ ルへの変換10

レ ンズによ る 映像内の歪修正後、 身体読み取り ポイ ント の設定と プロ グラ ミ ング11

身体ポイ ント の読み込み12

身体のス ティ ッ ク ピ ク チャ ーのプロ グラ ミ ング13

映像のピ ク セル座標系から 設定し た基準座標への変換方法， 平滑化14

身体重心の算出方法と プロ グラ ミ ング、  重心によ る 跳躍成績の算出、 レ ポート の書き 方15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

被験者を受講生にやっても ら う ので， 人間を対象にし た実験方法につい

ても 学ぶ。

動作分析をPyt honで行う 場合には， そのためのツ ールを紹介する ので，

それを予めイ ンス ト ールし ， 使い方に習熟する こ と ．

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料、 参考文献等によ って予習を行う こ と 。 （ 10h： 学期合計）準備

学修

事後

学修

配布資料、 講義ノ ート 等を利用し て復習する 。 （ 30h： 学期合計）

教科書

資料を配布する 。

参考書

時間毎に担当教員が作成し た資料を配付する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

前半のレ ポート

後半のレ ポート

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
受講生の中から 被験者を選出する ．

※なお， 本授業を受講する 上では前期に開講する ス ポーツ 工学か身体運動機能学の単位を取得し ている こ と が望ま し い．

備考
実験は教養棟体育第2実験室で行う が， 通常は情報基盤センタ ーの実習室を使用する ．

リ ン ク
URL

mailto:t-koike@oita-u.ac.jp
mailto:okauchi@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無
【 小池】 日本カーリ ング連盟科学サポート ス タ ッ フ ： 五輪代表選手や五輪候補選手の支援経験有

北海道体育協会ス ポーツ 科学測定員： 競技者の競技力向上支援

教員の実務

経験



R612P056

ナン バリ ン グ

計測制御工学実験( Measur ement  and Cont r ol  Labor at or y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  池内　 秀隆・ 加藤　 秀行・ 菊池　 武士

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本実験では， 学生自ら 実験を行い， グループでの討論およ びレ ポート 制作を通じ て， メ カト ロ ニク ス ， バイ オロ ボティ ク ス の基礎と なる 電気電子的計測， コ ンピュ ータ を使

った電子制御の仕組を理解する 。 特に， ディ ジタ ル回路およ びコ ンピ ュ ータ によ る 計測と 制御に関する 実験を行う 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ディ ジタ ル回路の仕組みおよ びC言語を用いた機器計測制御手法を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験ガイ ダンス1

レ ポート 作成方法2

信号の計測と 数値処理（ 原理の理解）3

信号の計測と 数値処理（ 実験）4

信号の計測と 数値処理（ レ ポート 作成）5

倒立振子のリ アルタ イ ム制御実験（ 原理の理解）6

倒立振子のリ アルタ イ ム制御実験（ 実験）7

倒立振子のリ アルタ イ ム制御実験（ レ ポート 作成）8

シーケンス 制御の基礎実験（ 原理の理解）9

シーケンス 制御の基礎実験（ 実験）10

シーケンス 制御の基礎実験（ レ ポート 作成）11

ロ ボッ ト マニピュ レ ータ の制御（ 原理の理解）12

ロ ボッ ト マニピュ レ ータ の制御（ 実験）13

ロ ボッ ト マニピュ レ ータ の制御（ レ ポート 作成）14

全体を通じ の総合講評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験と 理論の比較をディ ス カッ ショ ンと 実技を通じ て行う 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ : 学期合計）準備

学修

事後

学修

課題を行う （ 20h: 学期合計） , 復習を行う （ 10h: 学期合計）

教科書

自作の実験テキス ト を配布する 。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

討論・ レ ポート 100% ○

注意事項
可能な限り 実験前やレ ポート 作成時に自分で勉強する こ と 。

備考
なし

リ ン ク
URL



R614P057

ナン バリ ン グ

卒業研究( Graduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 8 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  池内秀隆、 上見憲弘、 大津健史、 加藤秀行、 菊池武士、 小池貴行、 高炎輝、 後藤雄治

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

・ 各自の研究テーマを通じ て、 メ カト ロ ニク ス 分野における 専門知識を駆使し て結果を導き 出すこ と で、 実践的な能力を身につける 。

・ 研究計画や学習目標を立て、 能動的に研究に取り 組み、 研究結果の考察を行う こ と で、 情報収集整理能力・ 論理的思考能力・ 問題解決能力を身につける 。

・ 研究を通じ て研究倫理・ 工学倫理の考え方を身につける 。

・ 卒業論文の作成・ 卒業研究発表を行う こ と で、 研究テーマの目的や研究方法と 成果を適確に説明する 能力を身につける 。

目標1

目標2

目標3 各研究室のテーマに関連する 新たな課題を探求する こ と によ り 、 論理的な思考に基づいて問題を解決する こ と ができ る 。

目標4 工学研究者・ 技術者と し ての責任と 必要な研究倫理（ 出典明記や不正行為を行わないための基礎的な知識） を身につけている

目標5 研究テーマの背景と 目的、 研究方法と 得ら れた結果について、 適確に発表し 討議する こ と ができ る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○

メ カト ロ ニク ス 分野の専門知識・ 技術を理解し 利用する こ と ができ る 。

課題解決に必要な新たな知識や情報を自ら 獲得し 、 継続的に学ぶこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

４ 月-8月   研究室配属の正式決定1

４ 月-8月   各研究室にてガイ ダンス と 研究課題の確定2

４ 月-8月   関連研究・ 基礎技術など の情報収集3

４ 月-8月   研究背景・ 研究目的・ 研究方法の検討4

４ 月-8月   実験の開始・ データ 等の収集分析5

9月-1月   中間報告6

9月-1月   研究方針・ 研究内容のディ ス カッ ショ ン及び再検討7

9月-1月   研究データ の追加・ 分析8

9月-1月   得ら れた成果の取り ま と めと 考察・ 課題の整理9

9月-1月   卒業論文の作成10

2月   卒業論文提出11

2月   卒業論文発表会と 評価12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎週行われる ゼミ や演習など で、 問題点の討論を行う こ と で実践的な能

力を身につける 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各研究室で指示する 。準備

学修

事後

学修

各研究室で指示する 。

教科書

各研究室で指示する 。

参考書

各研究室で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

卒業論文

論文発表

60% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
卒業研究を履修する ためには、 卒業研究着手要件を満たし ている こ と が必要である 。

備考

リ ン ク
URL



R643P058

ナン バリ ン グ

信号処理( Si gnal  Pr ocessi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  上見　 憲弘

E-mai l    uemi @oi t a-u. ac. j p   内線   7301

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 信号処理の分野のう ち， コ ンピ ュ ータ 等の内部回路の考え方の基礎と なる 論理関数と ディ ジタ ル回路の動作， ま た周波数解析を中心と し たアナロ グと ディ ジタ ルの信号処

理について説明する 。 ま ず， 論理関数と ディ ジタ ル回路について， その基本的考え方と 動作について説明する 。 その後， 信号処理の基礎事項である 周波数解析に関わる フ ー

リ エ変換と DFT， ラ プラ ス 変換と Z変換など ， アナロ グ， ディ ジタ ル両方の信号処理についての基礎事項を中心に説明する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

論理関数と 各種ディ ジタ ル回路の動作を理解し 、 利用でき る よ う になる 。

周波数解析に関連する アナロ グ・ デジタ ル信号処理の基礎を身につける 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

アナロ グと ディ ジタ ル1

数値と データ の表現： 主に2進数について2

論理式と 論理回路3

ブール代数と 論理関数4

論理関数の組み立てと 展開（ 1） ： 真理値表と 主加法・ 主乗法標準形5

論理関数の組み立てと 展開（ 2） ： カルノ ー図と 簡略化6

組み合わせ論理回路の種類と 変換7

フ リ ッ プフ ロ ッ プと ラ ッ チ8

順序回路と カウ ンタ9

信号理論の基礎： 標本化と ディ ジタ ル信号処理、 虚数平面と 複素数10

フ ーリ エ変換と フ ーリ エ級数の複素関数表現11

重要な関数のフーリ エ変換・ フ ーリ エ変換の性質12

畳み込み積分と 伝達関数13

離散フ ーリ エ変換と 注意事項（ 巡回畳み込み、 窓処理）14

ラ プラ ス 変換と Z変換15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

基本事項確認のための授業内での演習問題の実施

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当範囲を予習し 、 前出内容と の関連する 内容について確認する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容の確認と 整理、 課題等の演習問題を解く ( 30h) 。

教科書

速水治夫著・ 基礎から 学べる 論理回路第2版・ 森北出版、 2014、 978-4-627-82762-2

参考書

久保田彰他・ 基本から わかる 信号処理講義ノ ート ・ オーム社、 2014、 978-4274215315

三谷政昭・ 信号解析のための数学・ 森北出版、 1998、 978-4-627-78521-2

雨宮好文, 佐藤幸男・ 信号処理入門・ オーム社、 1999、 9784274086748

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

小テス ト 及び課題

95% ○ ○

5% ○ ○

注意事項
授業を欠席し た場合には必ずノ ート をみせても ら い内容の理解に勤める こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:uemi@oita-u.ac.jp


R643P059

ナン バリ ン グ

スポーツ 工学( Spor t s Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小池　 貴行

E-mai l    t -koi ke@oi t a-u. ac. j p   内線   7720

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

近年， 医療福祉等の現場ではリ ハビリ に加え， パラ ・ ス ポーツ のよ う に全ての人に向けた積極的な運動実施が推奨さ れており ， その運動実施を可能にする 多様な福祉・ リ ハ

ビリ 機器が開発さ れている ． こ れら 機器は五輪やパラ リ ンピッ ク を経てさ ら に進化する こ と が多い． こ れら 機器開発の職業に携わる ためには， 身体構造に加え， 身体動作及

び運動を理工学的視点で観察し 理解する 能力が必要と なる ． そこ で， 本講義では身体を質点や剛体， ま た粘弾性体や複数体節が連結し たリ ンク 機構体と 考え， 身体の動き を

理工学的に分析する 手法を学びながら ， 身体運動や動作の原理を探り ， 身体運動の力学的解析方法を理解し ， 運動方程式を組める こ と を最終目標と する ．

目標1

目標2

目標3 一連の過程を通じ て， 運動力学と 人間工学的な観点から 身体運動． 動作を分析する 目を養う ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

ス ポーツ や日常生活で行う 動作や運動を題材にし て， 人体の各関節に作用する 力や衝撃力を推定する 方法を探る ．

その推定や分析を通じ て， 必要最小限の力で運動をする 方法を考える ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン、 マイ ブリ ッ ジの写真から ロ ボッ ト 工学ま で1

身体重心の求め方（ 作図法によ る 計算）2

位置ベク ト ルや内分質量比によ る 身体重心の求め方（ 計算機によ る 導出）3

身体の慣性モーメ ント の求め方と 理解（ 慣性モーメ ント から 慣性テンソ ルま で）4

身体にかかる 力の測定方法（ 並進運動と 回転運動）5

骨格筋の構造と 筋肉が発揮する 力の計測と 推定方法6

高く ジャ ンプする 方法と は？（ 垂直跳びの床反力の分析から ， 力と 加速度の関係を理解する ）7

流体力学の話１ ： 空気や水の抵抗と 向き 合う （ 水泳， ス キージャ ンプ）8

流体力学の話２ ： 空気の抵抗を利用する （ 野球やサッ カーのボールの回転方向と 曲がる 理由）9

自転車の姿勢操作や駆動力の背後にある メ カニズム（ １ ） ： 速度， 加速度と 摩擦力10

自転車の姿勢操作や駆動力の背後にある メ カニズム（ ２ ） ： ジャ イ ロ 効果と 自転車操作11

筋収縮では達成でき ない身体の高速運動（ １ ） ： テコ 比， 関節ト ルク 算出の原理12

筋収縮では達成でき ない身体の高速運動（ ２ ） ： 運動量保存の法則（ 運動量の移行） と ムチの効果13

2次元の単振り 子や多重振り 子を例と する モデルの運動方程式構築に必要な各種変数の算出方法14

身体運動の力学的理解に必要な運動方程式の構築方法の理解と 各運動方程式によ り 得ら れる 関節駆動力の特徴15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎時間， 日常生活における 動作や運動（ 例： 洗面台の前に立って顔を洗

う 動作やラ ンニング運動等） をと り あげ， 例えば， 身体に作用する 力の

推定方法や足にかかる 衝撃力の大き さ の測定方法などを解説する ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業実施前に， ムード ル上や授業時に配布し た資料を熟読し ， 理解し た上で問題に回答する （ 60～90分） ．準備

学修

事後

学修

毎回の授業の概要と ポイ ント をノ ート に整理する 。 （ 120～150分） ．

教科書

教科書は指定し ま せんが， 毎回の授業の目的， 学ぶべき 要点， 各要点の詳細を記載し た資料を配布し ま す． 参考書に記載のテキス ト 等をも と に作成し たも のです．

参考書

・ ト ッ プアス リ ート の動き は何が違う のか， 山田憲政， 化学同人， 2011 978-4759813432

・ ス ポーツ の達人になる 方法、 小林一敏著， オーム社， 1999年  978-4274023569

・ ス ポーツ バイ オメ カニク ス 20講　 阿江通良， 藤井範久， 朝倉書店， 2002 978-4254690408

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト （ ５ 回）

期末試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

試験については， 5回程度の小テス ト と 期末テス ト を受験する 形式と し ま す． 詳細は初回の授業で説明し ま す．

注意事項
授業内容は変更する こ と があり ま す．

備考
授業内容に応じ て用意すべき 道具があり ま すが， 事前に授業やMoodl eで指示し ま す． 使用見込みの道具と し て， パソ コ ン， タ ブレ ッ ト 等の電子機器， 定規， 電卓，

色ペンを用意し ておく こ と ．

リ ン ク
URL

mailto:t-koike@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無
日本カーリ ング連盟科学サポート ス タ ッ フ： 五輪代表選手や五輪候補選手の支援経験有

北海道体育協会ス ポーツ 科学測定員： 競技者の競技力向上支援

教員の実務

経験



R643P060

ナン バリ ン グ

身体運動機能学( Human Body Ki nemat i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小池　 貴行・ 岡内　 優明

E-mai l    t -koi ke@oi t a-u. ac. j p   内線   7720

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

身体の運動機能の特徴を客観的に捉える 上では身体構造の理解が必要不可欠であり ， その構造理解は身体運動の特徴を更に理解さ せる 。 本授業では身体運動計測装置である

、 加速度計、 ジャ イ ロ センサ( 角速度計) 、 角度計、 筋電計等の各センサや高速度ビデオやデジタ ルカメ ラ 等の映像撮影後， 関節座標を抽出する 手法を利用し ながら 、 人の体

の構造を理解を深めていく こ と を主な目的と する 。 こ れに併せて各装置のデータ 収集方法、 データ 内のノ イ ズ除去方法、 電圧や画像上のピク セル座標で表現さ れる データ を

実際の距離や座標等に変換する 較正、 変換データ を可視化する グラ フ 描画、 画像上の動作を視覚的に捉える 動画の作成など を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 身体の構造と 運動中の機能を理解する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

センサーや映像によ る データ の収集方法に関する 基礎的知識を習得する 。

得ら れたデータ の解析方法に関する 基礎的知識を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス 、 講義計画1

動作分析に適し た数式処理ソ フ ト の使い方。 身体運動データ の収集方法。2

上肢の運動を対象と し た， 加速度計・ 角速度計・ 筋電計等センサによ る 身体運動データ の収集方法3

下肢の運動を対象と し た， ビデオ・ 高速度カメ ラ 等、 映像によ る 身体運動データ の収集方法4

各種センサーから 収集し た身体運動データ の解析法と 上肢の筋骨格構造の理解5

映像から 収集し た身体運動データ の解析法と 上肢の筋骨格構造の理解6

筋骨格系における 関節中心の確認及び身体各部位の部分重心の変位・ 速度・ 加速度，7

身体各関節の角度・ 角速度・ 角加速度の算出： 2次元と 3次元の計算方法の違い8

身体重心の算出， 慣性モーメ ント の算出9

キャ リ ブレ ーショ ンの方法10

データ のフ ィ ルタ リ ング（ 加速度、 角速度の平滑化）11

データ のフ ィ ルタ リ ング（ バンド パス フ ィ ルタ ーによ る EMG( 筋電図) 真値の抽出と 全波整流）12

データ の整理、 グラ フ の書き 方13

アニメ ーショ ンの作り 方14

ま と めと 課題の説明15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 必要に応じ て課題を与え提出さ せる 。

・ 次の授業で提出し たも のを紹介し フ ィ ード バッ ク する 。

グループ分けし て、 解析法の開発を促す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料、 参考文献等によ って予習を行う こ と 。 （ 10h： 学期合計）準備

学修

事後

学修

配布資料、 講義ノ ート 等を利用し て復習する こ と 。 （ 30h： 学期合計）

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業中の課題

レ ポート

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項
総合情報処理センタ ー実習室のロ グイ ンＩ Ｄ と パス ワ ード を取得し ておく こ と 。 自分のコ ンピ ュ ータ ーにPyt honのツ ールをイ ンス ト ールし ておく こ と （ 詳細は授業

中に説明する ） ．

備考

リ ン ク
URL

mailto:t-koike@oita-u.ac.jp


R643P061

ナン バリ ン グ

電気機器２ ( El ect r i cal  machi ne 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  後藤　 雄治

E-mai l    got o-yuuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7795

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気エネルギーと 機械エネルギーと の変換を基礎と し て、 エネルギー変換についての知識を習得する 。 こ こ では三相誘導機、 同期機器を中心と し た機械エネルギーと 電気エ

ネルギーと の変換の特性を学習する 。

目標1

目標2

目標3 自発的な自己学習能力を養成する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

誘導電動機およ び発電機の原理と 構造について理解し 、 等価回路を描き 、 電圧、 電流などの計算ができ る 。

同期電動機およ び発電機の原理と 構造について理解し 、 等価回路を描き 、 電圧、 電流などの計算ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

電気機器における 三相交流回路の計算法と 基本事項1

三相誘導電動機の動作原理と 基本構造2

三相誘導電動機の等価回路3

三相誘導電動機のト ルク 計算4

三相誘導電動機の始動特性5

三相誘導電動機の速度計算法6

三相誘導電動機の速度制御法7

三相誘導発電機の動作原理と 基本構造8

三相誘導発電機の等価回路9

三相誘導発電機の起電力計算10

同期電動機の動作原理と 基本構造11

同期電動機の等価回路と 計算法12

同期発電機の動作原理と 基本構造13

同期発電機の等価回路と 計算法14

総合演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に学生自身に黒板で問題を解いても ら う 事や、 ラ ンダムで小テス

ト 等を実施し て習得度合いを学生個人に認識し ても ら う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等で情報収集を行い、 予習を行う 。 ( 30h: 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習問題や小テス ト 等を活用し 復習する 。 ( 30h: 学期合計）

教科書

電気機器( I I ) ： 野中作太郎著： 森北出版

参考書

電気機器工学： 前田勉、 新谷邦弘　 共著： コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

最終課題

60% ○

40% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:goto-yuuji@oita-u.ac.jp


R643P062

ナン バリ ン グ

電力システム工学( Power  Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  後藤　 雄治

E-mai l    got o-yuuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7795

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

水力・ 火力・ 原子力発電を中心と し た電力シス テム全般の構成要素， 解析法， 運用等について学習する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○水力・ 火力・ 原子力発電を中心と し た電力シス テム全般の基本的な発電原理や電力計算が行え， 電験二種三種程度の問題が解け

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

送電・ 変電・ 発電についての概要1

水力発電の原理2

水力発電シス テム・ 構成3

火力発電の原理4

火力発電シス テム・ 構成5

原子力発電の原理6

原子力発電シス テム・ 構成7

各種発電シス テム・ 構成8

電力系統の構成9

変圧器・ 送電線路の等価回路10

系統図の表現と 単位法11

電力回路方程式12

電力系統の定態・ 過渡安定度13

故障計算14

総合演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に学生自身に黒板で問題を解いても ら う 事や、 ラ ンダムで小テス

ト 等を実施し て習得度合いを学生個人に認識し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等で情報収集を行い、 予習を行う 。 ( 30h: 学期合計）準備

学修

事後

学修

演習問題や小テス ト 等を活用し 復習する 。 ( 30h: 学期合計）

教科書

「 電力系統」  林　 昭晃堂

参考書

「 電力シス テム工学」 大久保仁　 オーム社、 「 電気エネルギー基礎」 榊原建樹　 オーム社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

最終課題

60% ○

40% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:goto-yuuji@oita-u.ac.jp


R643P063

ナン バリ ン グ

数値解析応用( Advanced Numer i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大津　 健史・ 高　 炎輝・ 菊池　 武士

E-mai l    t -ki kuchi @oi t a-u. ac. j p   内線   7771

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では， 各種力学現象の数理モデルである 偏微分方程式を数値的に解く ための差分法， 有限要素法， 境界要素法の基礎について概説する 。 ま た， 一次元， 二次元問題に

対する 数値シミ ュ レ ーショ ンをプロ グラ ミ ング言語によ って開発し ， その理解を深める ． さ ら にシミ ュ レ ーショ ンソ フ ト ウ ェ アを用いて三次元問題を解析し ， 機器の設計へ

の応用方法を学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

差分法， 有限要素法， 境界要素法など ， 数値解析の原理を理解する ．

３ 次元数値解析ソ フ ト ウ ェ アを用いて電気系・ 機械系装置の簡易設計ができ る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

伝熱現象の基礎2

伝熱の基礎方程式3

差分法の概説4

差分法によ る 数値解析5

マク ス ウ ェ ルの電磁方程式6

有限要素法FEMの概説7

変分法と 重み付き 残差法8

境界要素法BEMの概説9

電磁界解析への応用10

固体力学の基礎方程式11

構造設計への応用（ １ 次元モデルでの近似計算）12

構造設計への応用（ ３ 次元モデルの作成）13

構造設計への応用（ ３ 次元シミ ュ レ ーショ ンと 設計問題への応用）14

期末レ ポート の解説15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理論と シミ ュ レ ーショ ンを併用し ， レ ポート 課題に対する 議論を通じ て

理解を深める 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

資料を事前に読んでおく （ 10h： 学期合計）準備

学修

事後

学修

課題を行う （ 20h： 学期合計） ， 復習を行う （ 10h： 学期合計）

教科書

自作の資料を配布する 。

参考書

参考書を指定し ない。 資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小レ ポート

期末レ ポート

50% ○

50% ○

注意事項
なし

備考
講義資料は配布する が， すべてMoodl eから 入手可能である ．

リ ン ク
URL

mailto:t-kikuchi@oita-u.ac.jp

